馬瀬狂言資料の紹介(8) -- 「花子」について -- by 山本 晶子 & 昭和女子大学日本語日本文学科
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
8）
山
本
晶
子
は
じ
め
に
狂
言
「
花
子
」
は
、
大
蔵
、
和
泉
の
各
流
儀
が
共
に
重
い
習
物
の
曲
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
馬
瀬
狂
言
に
も
「
花
子
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
上
演
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
（
『
狂
言
番
組
扣 １
』
）
は
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
正
月
の
例
大
祭
で
の
一
回
の
み
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
台
本
に
「
明
治
廿
六
年
巳
ノ
正
月
吉
日
」
と
い
う
年
記
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
馬
瀬
狂
言
の
資
料
に
は
、
上
演
に
あ
た
っ
て
台
本
を
書
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
、
な
い
し
は
こ
の
前
後
に
上
演
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る ２
。
現
在
、
馬
瀬
狂
言
保
存
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
花
子
」
の
台
本
は
二
種
あ
る
。
い
ず
れ
も
写
本
で
、
一
つ
は
先
の
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
書
写
の
『
狂
言
花
子
』
（
以
下
「
明
治
二
十
六
年
本
」
と
略
す
）、
一
つ
は
『
弓
矢
太
郎
』
所
収
の
「
花
子
」
（
以
下
「
中
北
小
す
ゑ
本
」
と
略
す
）
で
あ
る
。
両
本
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
表
現
や
表
記
の
異
な
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
は
同
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
馬
瀬
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
「
花
子
」
に
つ
い
て
翻
刻
紹
介
し
、
馬
瀬
狂
言
の
芸
の
伝
承
に
お
け
る
本
資
料
の
意
味
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
一
書
誌
ま
ず
、
両
本
に
つ
い
て
の
書
誌
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
明
治
二
十
六
年
本
（
所
蔵
番
号 ３
中
林
慶
三
30ノ
17）
は
、
袋
綴
。
半
紙
本
（
縦
二
四

九
×
横
一
六
八
糎
）。
共
表
紙
。
墨
付
八
丁
。
中
林
慶
三
氏
旧
蔵
。
表
紙
に
「
明
治
廿
六
年
巳
ノ
正
月
吉
日
持
主
林
権
四
郎
／
狂
言
花
子
／
第
一
番
ノ
習
也
／
湶 マ
マ流
儀
山
脇
湶 マ
マ野
村
小
三
郎
ノ
傳
」
と
あ
り
、
表
紙
の
左
上
と
右
下
に
「
中
林
受
取
」
の
朱
印
が
二
箇
所
押
印
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
裏
に
は
装
束
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
本
の
中
北
小
す
ゑ
本
（
所
蔵
番
号
中
北
小
す
ゑ
7）
は
、
袋
綴
。
同
じ
く
半
紙
本
（
縦
二
五
〇
×
横
一
七
〇
糎
）。
薄
茶
色
地
表
紙
。
墨
付
五
九
丁
。
中
北
小
す
ゑ
氏
旧
蔵
。
表
紙
の
中
央
に
「
弓
矢
太
郎
」
と
記
さ
れ
、
左
下
に
中
北
源
吉
の
署
名
が
あ
る
。
表
紙
の
見
返
し
に
「
一
弓
矢
太
郎
／
二
茸
／
三
子
盗
人
／
四
不
阿
久
／
五
花
子
／
六
不
見
不
聞
」
と
あ
り
、
所
収
曲
は
全
六
曲
と
な
る
。
但
し
、
そ
の
内
の
「
弓
矢
太
郎
」
「
不
阿
久
（
以
下
「
武
悪
」
と
す
）」
「
不
見
不
聞
」
は
一
曲
全
て
を
書
き
留
め
た
も
の
で
は
な
く
、
曲
の
途
中
で
記
載
が
終
わ
っ
て
い
る
（
「
弓
矢
太
郎
」
は
太
郎
が
天
神
の
森
に
行
く
場
面
ま
で
、
「
武
悪
」
は
太
郎
冠
者
が
主
人
に
武
悪
を
討
っ
た
と
偽
り
の
報
告
を
し
た
後
に
、
二
人
が
遊
山
に
出
か
け
る
場
面
ま
で
、
「
不
見
不
聞
」
は
最
後
の
追
い
込
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
「
花
子
」
に
つ
い
て

み
直
前
の
場
面
ま
で
と
、
曲
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
分
量
は
異
な
る
）。
台
本
と
し
て
の
形
が
整
っ
て
い
る
の
は
、「
花
子
」「
茸
」「
子
盗
人
」
の
三
曲
で
あ
る
。
ま
た
、
「
花
子
」
と
「
不
見
不
聞
」
の
間
の
40丁
裏
～
48丁
表
（
途
中
）
ま
で
に
は
、
畑
の
地
租
の
記
録
等
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
体
裁
を
ふ
ま
え
る
と
、
手
元
の
覚
書
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
資
料
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
北
小
す
ゑ
本
に
は
、
曲
の
途
中
ま
で
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、「
花
子
」
以
外
の
所
収
曲
の
系
統
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
茸
」
「
子
盗
人
」
「
不
見
不
聞
」
は
、
和
泉
流
の
台
本
と
さ
れ
て
い
る ４
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
祖
家
秘
書
狂
言
大
全
集
』
（
以
下
『
狂
言
大
全
集
』
と
略
す
）
の
詞
章
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
「
武
悪
」
に
つ
い
て
は
、
『
狂
言
大
全
集
』
と
同
系
統
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
北
小
す
ゑ
本
で
は
省
略
や
話
の
流
れ
が
前
後
す
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
一
方
「
弓
矢
太
郎
」
は
和
泉
流
固
有
曲
で
あ
る
が
、
『
狂
言
大
全
集
』
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
馬
瀬
狂
言
資
料
と
『
狂
言
大
全
集
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
「
琵
琶
聟
」「
狸
腹
鼓
」「
蜂
」
な
ど
に
お
い
て
共
通
す
る
詞
章
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
の
中
北
小
す
ゑ
本
の
所
収
曲
四
曲
（
「
花
子
」
と
「
弓
矢
太
郎
」
を
除
い
た
も
の
）
も
こ
れ
ら
と
同
様
の
例
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
事
例
が
数
多
く
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
馬
瀬
狂
言
に
は
、
『
狂
言
大
全
集
』
の
詞
章
に
共
通
す
る
、
和
泉
流
系
統
の
詞
章
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
馬
瀬
狂
言
資
料
全
て
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
関
連
の
あ
る
曲
の
傾
向
な
ど
を
更
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
『
狂
言
大
全
集
』
自
体
の
、
和
泉
流
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
花
子
」
は
『
狂
言
大
全
集
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。
二
林
権
四
郎
と
中
北
源
吉
次
に
、
各
資
料
に
署
名
の
あ
っ
た
、
林
権
四
郎
（
明
治
二
十
六
年
本
）
と
中
北
源
吉
（
中
北
小
す
ゑ
本
）
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
両
人
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
を
遺
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
馬
瀬
狂
言
の
上
演
記
録
を
調
べ
る
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
（
同
じ
舞
台
に
立
っ
て
い
た
）
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
林
権
四
郎
の
活
動
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
『
狂
言
番
組
扣
』
に
お
い
て
、
「
権
四
郎
」
と
い
う
名
は
全
部
で
77箇
所
確
認
で
き
る
（
そ
の
内
の
出
演
回
数
は
75箇
所
）。
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写
真
1
馬
瀬
狂
言
の
「
花
子
」
二
種
写
真
2
『
弓
矢
太
郎
』
所
収
の
「
花
子
」
最
も
早
い
例
と
し
て
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
正
月
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
7）
の
例
大
祭
の
「
三
十
日
囃
子
権
四
郎
」
が
あ
る
（
な
お
、
『
狂
言
番
組
扣
』
よ
り
も
早
い
例
の
可
能
性
と
し
て
、
『
六
義
教
言
八
幡
前
』
に
記
さ
れ
た
上
演
の
覚
書
に
「
文
政
九
年
丙
戌
と
し
覚
え
シ
ウ
ト
権
四
郎
」
と
い
う
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
役
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
す
る
と
、
か
な
り
高
齢
ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
同
一
人
物
か
は
未
詳
）。
「
林
権
四
郎
」
と
い
う
フ
ル
ネ
ー
ム
が
明
記
さ
れ
て
い
る
例
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
二
月
の
追
善
狂
言
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
39）
の
折
に
、
「
三
人
片
輪
長
刀
舞
林
権
四
郎
」
と
あ
る
。
出
演
が
確
認
さ
れ
る
最
後
の
記
録
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
48）
の
「
末
広
」
と
な
る
。
こ
の
他
、
囃
子
の
大
鼓
方
等
の
「
権
」
が
「
権
四
郎
」
の
略
称
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
更
に
そ
れ
を
加
え
る
と
、
出
演
回
数
は
88回
と
な
る
。
な
お
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
二
月
に
追
善
狂
言
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
62）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
供
養
さ
れ
る
一
人
と
し
て
「
林
権
四
郎
」
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
源
吉
」
の
名
前
は
、
『
狂
言
番
組
扣
』
に
お
い
て
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
三
月
に
行
わ
れ
た
「
柾
尾
入
仏
供
養
奉
納
」
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
5）
の
「
酢
辛
源
吉
」
が
最
初
で
、
全
部
で
49箇
所
確
認
で
き
る
。
「
中
北
源
吉
」
と
い
う
フ
ル
ネ
ー
ム
は
、
林
権
四
郎
と
同
じ
く
明
治
十
三
年
二
月
の
追
善
狂
言
に
「
随
方
角
中
北
源
吉
」
と
あ
る
。
最
後
の
出
演
記
録
は
大
正
六
年
二
月
の
例
大
祭
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
61）
の
「
松
脂
」
と
な
る
。
な
お
、
源
吉
も
囃
子
方
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
、
小
鼓
方
等
に
見
え
る
「
源
」
と
い
う
略
称
が
こ
の
「
中
北
源
吉
」
と
す
る
と
、
出
演
回
数
は
60回
と
な
る
。
こ
の
権
四
郎
と
源
吉
が
共
演
し
た
早
い
例
と
し
て
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
三
月
に
大
泉
寺
（
『
狂
言
番
組
扣
』
の
№
16）
で
上
演
さ
れ
た
「
木
六
駄
」
に
両
人
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
の
両
人
の
出
演
し
た
曲
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
共
に
例
大
祭
の
番
組
の
初
め
に
演
じ
ら
れ
る
「
長
久
楽 ５
」
と
い
う
馬
瀬
独
自
曲
の
シ
テ
を
複
数
回
務
め
て
お
り
、
更
に
囃
子
方
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
、
ま
た
大
正
に
か
け
て
の
活
動
の
中
で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
人
物
達
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
習
い
の
多
い
「
花
子
」
の
上
演
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
明
治
期
に
遺
さ
れ
た
馬
瀬
狂
言
の
「
花
子
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
「
花
子
」
の
展
開
と
諸
流
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
三
「
花
子
」
の
展
開
諸
流
と
の
関
係
さ
て
、
馬
瀬
狂
言
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
花
子
」
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
前
半
は
和
泉
流
山
脇
派
の
詞
章
を
用
い
な
が
ら
も
多
少
展
開
を
簡
略
化
し
、
小
歌
を
多
用
す
る
後
半
は
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
用
い
て
演
じ
る
、
と
い
っ
た
混
在
型
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
曲
の
展
開
を
三
つ
の
場
面
に
分
け
、
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
各
場
面
の
詳
細
を
示
す
資
料
と
し
て
、
明
治
二
十
六
年
本
と
、
馬
瀬
の
資
料
と
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
『
狂
言
記
』
古
典
文
庫
本
の
展
開
を
表
1と
し
て
ま
と
め
た
。
ま
ず
場
面
の
概
要
を
示
す
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。
場
面
Ａ
冒頭
部
か
ら
ア
ド
（
太
郎
冠
者
）
の
中
入
ま
で

和
泉
流
の
詞
章
を
中
心
に
用
い
、
数
箇
所
『
狂
言
記
』
の
内
容
が
摂
取
さ
れ
る
。
場
面
Ｂ
中
入
後
の
シ
テ
（
主
）
の
出
か
ら
シ
テ
が
ア
ド
（
女
）
の
座
禅
衾
を
取
る
ま
で

『
狂
言
記
』
の
詞
章
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
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Ａ3 シテ（主）とアド（太郎冠者）の問答 Ａ2 シテ（主）とアド（女）の問答 Ａ1シテ（主）の名乗
表
1
「
花
子
」
の
展
開
ａ
主
、
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
、
女
か
ら
暇
を
も
ら
っ
た
経
緯
を
説
明
し
、
太
郎
冠
者
に
自
分
の
代
わ
り
に
座
禅
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
ｂ
太
郎
冠
者
、
女
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
断
る
。
ｃ
主
、
再
度
命
じ
る
が
、
太
郎
冠
者
は
断
る
。
ｄ
主
、
忠
臣
の
心
得
を
説
き
、
主
命
に
逆
ら
う
の
で
、
う
ち
捨
て
る
と
言
い
放
つ
。
ｅ
太
郎
冠
者
は
了
承
。
ｆ
主
、
戯
れ
言
だ
と
言
い
、
太
郎
冠
者
に
座
禅
衾
を
被
せ
る
。
ｇ
花
子
の
元
に
向
か
う
主
に
対
し
、
太
郎
冠
者
は
花
子
の
身
内
の
紅
梅
へ
の
言
伝
を
頼
む
。
ｈ
主
、
了
承
し
、
中
入
り
。
ａ
主
、
女
を
呼
び
出
す
。
ｂ
主
、
近
頃
夢
見
が
悪
い
の
で
、
宮
籠
り
を
し
て
断
食
す
る
。
ｃ
女
、
夢
は
は
か
な
い
も
の
な
の
で
、
気
に
す
べ
き
で
な
い
と
答
え
る
。
ｄ
主
、
再
度
宮
籠
り
を
す
る
こ
と
の
許
し
を
乞
う
。
五
七
日
を
求
め
る
。
ｅ
女
、
主
か
ら
の
提
案
を
拒
否
し
、
逆
に
腕
香
や
頭
香
を
提
案
。
ｆ
主
、
女
の
提
案
拒
否
。
一
七
日
の
暇
を
求
め
る
。
ｇ
女
、
一
夜
の
み
の
修
行
を
了
承
。
ｈ
主
、
女
に
対
し
て
修
行
中
の
所
に
来
な
い
よ
う
釘
を
刺
す
。
ａ
こ
の
辺
り
の
者
ｂ
い
つ
の
春
か
ら
か
花
子
と
い
う
女
郎
か
ら
手
紙
を
も
ら
う
よ
う
に
な
る
が
、
山
の
神
が
付
け
て
回
る
の
で
会
い
に
い
け
な
い
。
ｃ
山
の
神
を
だ
ま
す
こ
と
に
す
る
。
馬
瀬
明
治
二
十
六
年
本
ａ
主
、
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
、
女
か
ら
暇
を
も
ら
っ
た
経
緯
を
説
明
し
、
太
郎
冠
者
に
自
分
の
代
わ
り
に
座
禅
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
ｂ
太
郎
冠
者
、
女
に
打
ち
殺
さ
れ
る
と
断
る
。
ｄ
主
、
女
を
恐
れ
る
な
ら
、
う
ち
捨
て
る
と
言
い
放
つ
。
ｅ
太
郎
冠
者
は
了
承
。
ｆ
主
、
「
か
わ
い
者
」
と
言
い
、
太
郎
冠
者
に
座
禅
衾
を
被
せ
る
。
ｇ
花
子
の
元
に
向
か
う
主
に
対
し
、
太
郎
冠
者
は
花
子
の
身
内
の
紅
梅
へ
の
言
伝
を
頼
む
。
ｈ
主
、
了
承
し
、
中
入
り
。
ナ
シ
ナ
シ
狂
言
記
【
凡
例
】
場
面
毎
に
、
馬
瀬
明
治
二
十
六
年
本
を
も
と
に
、
内
容
を
ま
と
め
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。
同
じ
内
容
な
が
ら
、
や
り
と
り
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
数
字
を
つ
け
て
示
し
た
。
場
面
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
歌
謡
を
中
心
に
し
、
詳
細
な
内
容
は
省
略
し
た
。
歌
謡
は
○
囲
み
数
字
で
示
し
た
。
歌
謡
の
下
の
★
印
は
明
治
二
十
六
年
本
と
古
典
文
庫
本
が
共
通
し
て
い
る
も
の
に
付
し
た
。
ａ
1
主
、
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
す
。
太
郎
冠
者
、
機
嫌
が
よ
い
主
を
見
て
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
。
ａ
2
主
、
こ
れ
ま
で
の
事
情
を
説
明
し
、
女
が
座
禅
の
場
を
覗
い
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
、
太
郎
冠
者
に
自
分
の
代
わ
り
に
座
禅
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
ｂ
太
郎
冠
者
、
女
に
見
つ
か
り
、
た
だ
で
は
済
ま
な
い
こ
と
を
理
由
に
断
る
。
ｃ
主
、
再
度
命
じ
る
が
、
太
郎
冠
者
は
断
る
。
ｄ
主
、
忠
臣
の
心
得
を
説
き
、
主
命
に
逆
ら
う
の
で
、
う
ち
捨
て
る
と
言
い
放
つ
。
ｅ
太
郎
冠
者
は
了
承
。
ｆ
主
、
戯
れ
言
だ
と
言
い
、
太
郎
冠
者
に
座
禅
衾
を
被
せ
る
。
ｈ
主
、
後
を
頼
ん
で
中
入
り
。
ａ
主
、
女
を
呼
び
出
す
。
ｂ
主
、
近
頃
夢
見
が
悪
い
。
ま
た
後
生
ほ
ど
大
事
な
も
の
は
な
い
。
ｃ
女
、
夢
は
は
か
な
い
も
の
な
の
で
、
気
に
す
べ
き
で
な
い
が
、
た
だ
後
生
は
大
事
に
す
べ
き
と
答
え
る
。
ｄ
1
主
、
人
間
の
は
か
な
さ
を
説
き
、
修
行
（
廻
国
）
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
十
二
、
三
年
必
要
と
い
う
。
女
、
そ
の
年
数
は
長
す
ぎ
る
。
一
夜
の
み
な
ら
よ
い
と
答
え
る
。
ｄ
2
主
、
二
、
三
年
で
よ
い
。
ｅ
女
、
外
に
行
く
の
は
一
夜
で
も
拒
否
。
腕
香
や
頭
香
を
提
案
。
ｆ
1
主
、
女
の
提
案
拒
否
。
一
七
日
の
暇
を
求
め
る
。
ｇ
1
女
、
日
数
が
減
る
こ
と
を
疑
問
視
。
ｆ
2
主
、
再
度
の
説
明
。
ｇ
2
女
、
自
分
が
伽
を
す
る
こ
と
を
提
案
。
ｆ
3
主
、
女
の
提
案
拒
否
し
、
女
も
主
の
提
案
を
再
度
拒
否
。
ｆ
4
主
、
改
め
て
修
行
が
子
孫
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
力
説
。
ｇ
3
女
、
一
夜
の
み
の
修
行
を
了
承
。
ｈ
主
、
女
に
対
し
て
修
行
中
の
所
に
来
な
い
よ
う
釘
を
刺
す
。
ａ
洛
外
の
者
ｂ
去
年
の
春
に
、
美
濃
の
野
上
で
出
会
っ
た
花
子
が
、
自
分
を
訪
ね
て
上
京
し
、
手
紙
を
も
寄
こ
す
が
、
山
の
神
が
付
け
て
回
す
の
で
会
い
に
い
け
な
い
。
ｃ
花
子
か
ら
、
今
夜
会
い
に
来
な
け
れ
ば
、
も
う
会
わ
な
い
と
い
う
手
紙
が
届
い
た
こ
と
を
述
べ
、
山
の
神
を
だ
ま
す
こ
と
に
す
る
。
古
典
文
庫
本
―55―
Ｃ シテ（主）とアド（女）の問答 Ｂ シテ（主）の小歌を混じえた語り Ａ4 アド（女）とアド（太郎冠者）の問答
ａ
主
、
座
禅
衾
を
取
る
と
、
女
が
現
れ
る
。
ｂ
女
、
腹
を
立
て
、
主
の
行
き
先
を
尋
ね
る
。
ｃ
主
、
筑
紫
の
五
百
羅
漢
へ
行
っ
た
と
言
う
。
ｄ
1
再
度
女
が
尋
ね
る
と
、
主
は
「
花
子
様
」
と
答
え
る
。
ｄ
2
女
が
追
い
か
け
る
と
、
主
は
許
し
を
乞
い
な
が
ら
、
一
端
止
め
て
「
花
子
様
」
と
繰
り
返
し
、
追
い
込
ま
れ
る
。
下
記
の
『
狂
言
記
』
の
展
開
と
一
致
ａ
女
、
夫
の
修
行
を
「
笑
止
」
な
こ
と
だ
か
ら
と
見
舞
に
行
き
、
湯
や
茶
を
飲
め
る
よ
う
に
座
禅
衾
を
取
る
と
太
郎
冠
者
に
気
づ
く
。
ｂ
女
、
怒
り
な
が
ら
も
、
太
郎
冠
者
か
ら
弁
明
を
聞
く
。
ｃ
太
郎
冠
者
、
主
に
脅
さ
れ
て
仕
方
な
く
主
命
に
従
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
ｄ
女
、
「
つ
か
み
殺
す
」
と
太
郎
冠
者
を
脅
し
、
自
分
が
代
わ
り
に
座
禅
を
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
ｅ
太
郎
冠
者
、
女
の
支
度
を
手
伝
い
、
自
分
の
処
遇
を
尋
ね
る
。
ｆ
女
、
太
郎
冠
者
に
、
上
京
の
叔
母
の
所
へ
行
く
よ
う
に
勧
め
る
。
主
の
機
嫌
が
直
っ
た
と
こ
ろ
で
呼
び
に
や
る
と
言
う
。
ｇ
太
郎
冠
者
、
中
入
り
。 馬
瀬
明
治
二
十
六
年
本
ａ
主
、
座
禅
衾
を
取
る
と
、
女
が
現
れ
る
。
ｂ
女
、
腹
を
立
て
、
「
座
禅
は
」
と
尋
ね
る
。
ｄ
女
が
追
い
か
け
る
と
、
主
は
許
し
を
乞
い
な
が
ら
、
追
い
込
ま
れ
る
。
①
「
綾
の
錦
の
」
②
「
柳
の
糸
の
乱
れ
心
」
★
1
③
「
は
る

と
」
★
2
ａ
主
、
「
人
の
主
に
は
な
り
た
い
も
の
」
と
言
い
な
が
ら
、
太
郎
冠
者
の
元
に
帰
り
、
花
子
か
ら
太
郎
冠
者
の
こ
と
を
問
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
ｂ
主
、
花
子
と
の
一
夜
を
語
る
。

花
子
の
家
に
入
る
ま
で

④
「
灯
火
暗
う
し
て
」
★
3
⑤
「
い
と
ど
名
の
立
つ
」
⑥
「
雨
の
降
る
夜
に
」
★
4
花子
に
家
の
中
に
招
か
れ
て

⑦
「
こ
こ
は
山
陰
」
⑧
「
人
の
妻
見
て
」
★
5
⑨
謡
「
捨
て
ゝ
も
お
か
れ
ず
」
（「
松
風
」
の
ク
セ
の
一
部
）
ｃ
主
、
花
子
の
小
袖
を
太
郎
冠
者
に
与
え
、
座
禅
衾
を
取
る
。
ａ
女
、
夫
の
修
行
を
「
笑
止
」
な
こ
と
だ
か
ら
と
見
舞
に
行
き
、
座
禅
衾
を
取
る
と
太
郎
冠
者
に
気
づ
く
。
ｂ
女
、
「
打
ち
殺
す
」
と
太
郎
冠
者
を
脅
し
、
そ
の
経
緯
を
聞
く
。
ｃ
太
郎
冠
者
、
主
に
脅
さ
れ
て
仕
方
な
く
主
命
に
従
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
ｄ
女
、
「
打
ち
殺
す
」
と
太
郎
冠
者
を
脅
し
、
自
分
が
代
わ
り
に
座
禅
を
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
ｅ
太
郎
冠
者
、
女
の
支
度
を
手
伝
い
、
支
度
が
で
き
た
こ
と
を
告
げ
る
。
ｆ
女
、
太
郎
冠
者
に
、
上
京
の
伯
母
の
所
へ
行
く
よ
う
に
勧
め
る
。
主
の
機
嫌
が
直
っ
た
と
こ
ろ
で
呼
び
に
や
る
と
言
う
。
ｇ
太
郎
冠
者
、
中
入
り
。
狂
言
記
ａ
主
、
座
禅
衾
を
取
る
と
、
女
が
現
れ
る
。
ｂ
女
、
腹
を
立
て
、
主
の
行
き
先
を
尋
ね
る
。
ｃ
1
主
、
信
濃
の
善
光
寺
へ
行
っ
た
と
言
う
。
ｃ
2
女
、
再
度
行
き
先
を
尋
ね
る
。
ｃ
3
主
、
筑
紫
の
五
百
羅
漢
へ
行
っ
た
と
言
う
。
ｄ
1
女
、
男
が
自
分
を
だ
ま
し
た
こ
と
を
責
め
、
腹
を
立
て
追
い
廻
す
。
ｄ
2
女
が
追
い
か
け
る
と
、
主
は
許
し
を
乞
い
な
が
ら
、
追
い
込
ま
れ
る
。
①
「
更
行
鐘
別
れ
の
鳥
」
②
「
柳
の
糸
の
乱
れ
心
」
★
1
③
「
い
つ
の
春
か
」
④
「
寺
ゝ
の
鐘
つ
く
」
ａ
主
、
太
郎
冠
者
に
女
が
来
た
か
を
確
認
。
花
子
が
太
郎
冠
者
を
誉
め
た
こ
と
を
伝
え
る
。（「
花
中
の
鶯
舌
は
花
な
ら
ず
し
て
芳
し
」
の
句
を
引
用
）
ｂ
主
、
「
思
ひ
内
に
あ
れ
ば
色
外
に
あ
ら
は
る
」
と
言
い
、
花
子
と
の
一
夜
を
語
る
こ
と
に
了
承
を
求
め
る
。
花子
の
家
に
入
る
ま
で

⑤
「
た
そ
が
れ
時
も
」
⑥
「
松
風
は
お
と
つ
る
ゝ
、
灯
火
暗
う
し
て
」
★
3
⑦
「
ほ
と

叩
い
た
」
⑧
「
雨
の
降
る
夜
に
」
★
4
⑨
「
細
い
腰
に
」
花子
に
家
の
中
に
招
か
れ
て

⑩
「
ひ
と
つ
こ
し
め
せ
」
⑪
「
よ
そ
の
上
臈
み
て
」
★
5
⑫
「
音
も
せ
で
」
⑬
「
寝
み
だ
れ
髪
を
押
な
で
ゝ
」
⑭
「
男
の
御
身
に
か
は
ら
ず
は
」
⑮
「
名
残
の
袖
を
ふ
り
切
て
」
⑯
「
は
る

と
」
★
2
ｃ
主
、
太
郎
冠
者
の
座
禅
衾
を
取
る
。
ａ
1
女
、
物
陰
か
ら
主
の
様
子
を
窺
う
。
ａ
2
女
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
気
詰
ま
り
に
な
る
の
で
、
断
り
を
言
っ
て
近
づ
き
、
座
禅
衾
を
取
る
と
太
郎
冠
者
に
気
づ
く
。
ｂ
女
、
怒
り
な
が
ら
も
、
太
郎
冠
者
か
ら
弁
明
を
聞
く
。
ｃ
太
郎
冠
者
、
主
に
脅
さ
れ
て
仕
方
な
く
主
命
に
従
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
ｄ
1
女
、
身
が
燃
え
る
ほ
ど
腹
が
立
つ
。
ｄ
2
女
、
自
分
が
代
わ
り
に
座
禅
を
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
ｄ
3
太
郎
冠
者
、
主
が
帰
っ
た
ら
た
だ
で
済
ま
な
い
の
で
断
る
。
ｄ
4
女
、
太
郎
冠
者
を
自
分
の
親
里
へ
行
か
せ
る
か
ら
と
再
度
説
得
。
ｅ
太
郎
冠
者
、
了
承
。
女
の
支
度
を
手
伝
う
。
ｆ ′
女
、
太
郎
冠
者
を
誉
め
、
匂
い
袋
や
ふ
く
さ
を
縫
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
ｇ
太
郎
冠
者
、
中
入
り
。
古
典
文
庫
本
場
面
Ｃ
シテ
が
ア
ド
の
座
禅
衾
を
取
っ
て
か
ら
追
込
ま
で

諸
流
と
ほ
ぼ
同
じ
展
開
な
が
ら
、
追
込
に
馬
瀬
独
自
の
演
出
が
認
め
ら
れ
る
。
（
1）
場
面
Ａ
ま
ず
、
場
面
Ａ
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
（
役
名
は
馬
瀬
狂
言
の
役
名
で
統
一
す
る
）。
こ
の
場
面
で
は
、
和
泉
流
の
詞
章
を
中
心
に
、
数
箇
所
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
摂
取
し
な
が
ら
も
、
展
開
の
簡
略
化
が
認
め
ら
れ
る
。
元
々
こ
の
曲
の
冒
頭
か
ら
シ
テ
（
主
）
と
ア
ド
（
女
）
の
問
答
ま
で
は
『
狂
言
記
』
に
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
和
泉
流
山
脇
派
の
詞
章
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
表
現
を
場
面
毎
に
具
体
的
に
確
認
す
る
。
（
原
文
の
出
典
は
次
の
略
称
で
示
す ６
。
馬
…
馬
瀬
明
治
二
十
六
年
本
古
…
和
泉
流
古
典
文
庫
本
寛
…
大
蔵
流
虎
寛
本
狂
…
狂
言
記
）
Ａ
1
シ
テ
（
主
）
の
名
乗
馬
是
ハ
此
あ
た
り
の
者
で
御
座
る
。
古
洛
外
に
住
居
致
す
者
で
ご
ざ
る
。
（「
白
河
邊
に
住
居
致
す
者
で
ご
ざ
る
」
も
併
記
）
と
あ
る
通
り
、
諸
流
は
、
本
曲
の
背
景
に
能
の
「
班
女
」
を
意
識
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
花
子
と
出
会
っ
た
場
所
も
「
美
濃
の
国
野
上
の
宿
」
と
す
る
。
一
方
馬
瀬
で
は
、
特
に
場
所
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、
花
子
と
い
つ
の
春
か
ら
か
親
し
く
な
り
、
手
紙
を
度
々
も
ら
っ
た
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
『
狂
言
記
』
で
は
、
こ
の
場
面
に
該
当
す
る
箇
所
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
後
主
が
花
子
に
つ
い
て
語
る
場
面
で
は
、
花
子
の
い
る
場
所
等
は
特
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
『
狂
言
記
』
も
馬
瀬
同
様
に
「
班
女
」
へ
の
意
識
は
薄
い
と
言
え
よ
う
か
。
更
に
そ
の
花
子
に
会
い
に
行
き
た
い
が
、
山
の
神
（
女
）
が
常
に
自
分
に
つ
き
ま
と
う
の
で
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
馬
れ
い
の
山
神
め
が
つ
け
て
ま
わ
る
に
仍
而
古
妻
ぢ
や
者
が
う
す
し
り
に
し
つ
て
つ
け
て
ま
は
す
に
よ
つ
て
寛
例
の
山
の
神
が
片
時
の
間
も
離
さ
ぬ
に
依
て
と
あ
り
、
女
を
「
山
の
神
」
と
表
現
す
る
例
は
諸
流
に
あ
る
が
、
「
つ
け
て
ま
わ
る
」
と
い
う
表
現
は
和
泉
流
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
和
泉
流
で
は
、
花
子
か
ら
の
手
紙
に
返
事
を
出
せ
な
い
こ
と
、
ま
た
花
子
か
ら
今
夜
会
え
な
け
れ
ば
も
う
会
わ
な
い
と
い
っ
た
最
終
通
告
の
よ
う
な
手
紙
を
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
（
表
1

古
典
文
庫
本
場
面
Ａ
1
ｃ
）
が
、
こ
う
し
た
台
詞
は
馬
瀬
に
は
な
く
、
馬
中

あ
い
に
ま
い
る
事
ハ
か
な
わ
ぬ
。
夫
故
き
ヨ
う
ハ
急
度
分
別
と
致
シ
テ
御
座
る
。
な
か
な
か
会
い
に
行
け
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
今
回
は
確
実
に
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
台
詞
に
あ
る
「
急
度
分
別
と
致
シ
テ
御
座
る
」
は
古
典
文
庫
本
に
近
い
表
現
（「
吃
度
分
別
を
致
し
た
」）
が
認
め
ら
れ
る
。
Ａ
2
シ
テ
（
主
）
と
ア
ド
（
女
）
の
問
答
そ
こ
で
主
は
女
に
対
し
て
、
夢
見
が
悪
い
の
で
、
宮
ご
も
り
を
し
て
、
断
食
す
る
の
で
、
暇
が
欲
し
い
と
述
べ
る
場
面
と
な
る
。
こ
の
夢
見
が
悪
い
と
い
う
理
由
は
諸
流
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
、
大
蔵
流
で
は
「
仏
詣
」
（
鷺
流
も
神
社
仏
閣
の
参
詣
）、
和
泉
流
で
は
後
生
を
願
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
前
置
き
を
示
し
て
「
廻
国
」
（
諸
国
の
寺
々
を
廻
る
こ
と
）
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
か
な
り
の
時
間
が
必
要
（
和
泉
流
で
は
初
め
に
十
二
、
三
年
）
だ
と
女
に
告
げ
る
。「
宮
ご
も
り
」
と
い
う
表
現
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は
諸
流
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
最
初
の
修
行
の
期
間
の
提
示
も
、
馬
瀬
で
は
五
七
日
と
最
も
短
い
日
数
と
な
る
。
こ
う
し
た
主
の
申
し
出
に
対
し
、
女
は
逆
に
腕
香
頭
香
の
行
を
提
案
す
る
。
そ
の
際
の
主
の
返
答
は
、
馬
い
や
こ
ヽ
な
者
が
、
だ
い
ぞ
く
の
身
と
し
て
う
で
こ
う
ず
ご
う
が
な
ん
と
た
か
る
ヽ
者
じ
や
。
古
勿
躰
な
い
、
大
俗
の
身
と
し
て
腕
香
頭
香
が
何
で
焚
る
ヽ
者
で
お
り
あ
る
。
寛
ア
ヽ
勿
体
無
い
。
大
俗
の
身
と
し
て
何
と
其
様
な
荒
行
が
成
る
物
で
お
り
や
る
ぞ
。
と
、
こ
こ
で
も
馬
瀬
の
詞
章
が
和
泉
流
の
詞
章
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
最
終
的
に
、
主
は
何
と
か
女
の
説
得
に
成
功
し
、
一
夜
の
行
を
認
め
さ
せ
、
そ
の
修
行
の
間
は
決
し
て
自
分
の
所
に
来
て
は
な
ら
な
い
と
釘
を
刺
す
。
馬
瀬
で
は
主
と
女
の
や
り
と
り
の
回
数
も
少
な
く
、
説
得
後
も
、
主
「
（
前
略
）
夫
が
し
ハ
宮
ご
も
り
を
致
シ
、
た
ん
し
き
を
致
そ
う
程
に
、
た
と
い
何
よ
う
が
有
と
も
、
夫
が
し
の
前
に
立
か
な
ら
ず
者
お
ゆ
う
事
ハ
な
ら
ぬ
ぞ
。
女
「
畏
テ
御
座
る
。
と
女
が
あ
っ
さ
り
認
め
る
形
と
な
る
。
が
、
諸
流
で
は
何
度
も
暇
の
日
数
を
交
渉
し
、
や
っ
と
一
夜
の
暇
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
女
に
対
し
て
、
決
し
て
自
分
の
所
に
来
な
い
よ
う
に
と
主
が
念
を
押
す
様
子
も
描
か
れ
る
（
表
1
古
典
文
庫
本
場
面
Ａ
2
ｆ
1
～
ｈ
）。
Ａ
3
シ
テ
（
主
）
と
ア
ド
（
太
郎
冠
者
）
の
問
答
こ
の
場
面
は
、
主
が
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
、
自
分
の
代
わ
り
に
座
禅
を
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
太
郎
冠
者
は
そ
の
頼
み
を
一
端
断
る
と
、
主
は
太
刀
に
手
を
か
け
て
脅
し
、
無
理
矢
理
納
得
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
太
郎
冠
者
に
座
禅
衾
を
被
せ
、
主
は
中
入
り
す
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
諸
流
と
も
同
様
の
展
開
で
あ
る
が
、
主
が
太
郎
冠
者
を
太
刀
で
脅
す
場
面
に
、
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
馬
 アし
ん
君
に
つ
と
う
る
お
ん
の
い
の
ち
を
し
ま
ざ
る
お
さ
い
て
ち
ゆ
う
し
ん
と
い
イ
な
ん
ぞ
や
、
イ此
じ
う
花
子
方
へ
つ
か
い
お
も
さ
す
る
と
有
テ
、
言
あ
ま
に
つ
か
へ
バ
か
つ
に
の
う
て
わ
が
お
ふ
る
も
う
。
し
よ
せ
ん
に
つ
く
い
。
打
テ
す
つ
る
。
古
君
は
臣
を
つ
か
ふ
に
恩
を
以
趣
と
し
、
臣
は
君
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
に
命
を
を
し
ま
さ
る
を
以
忠
臣
と
す
と
い
へ
り
。
（
中
略
）
花
子
が
方
へ
の
使
を
も
さ
す
と
思
ふ
て
、
言
葉
甘
に
い
へ
ば
勝
に
乗
て
我
儘
を
は
た
ら
く
、
所
詮
一
手
に
打
て
捨
申
。
（
傍
線
は
稿
者
、
以
下
同
じ
）
傍
線
部
ア
は
天
理
本
か
ら
認
め
ら
れ
る
和
泉
流
独
自
の
表
現 ７
に
近
似
す
る
。
詞
章
の
乱
れ
が
あ
り
、
多
少
文
意
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
共
通
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
イ
の
箇
所
は
古
典
文
庫
本
に
共
通
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
場
面
で
も
、
和
泉
流
、
特
に
古
典
文
庫
本
と
共
通
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
が
、
こ
の
場
面
の
最
後
に
は
『
狂
言
記
』
に
共
通
す
る
詞
章
も
確
認
で
き
る
。
馬
太
「
（
前
略
）
花
子
様
へ
お
い
で
な
さ
る
ヽ
な
ら
ば
、
こ
う
梅
殿
に
も
よ
ろ
し
ゆ
申
て
下
さ
れ
。
主
「
か
て
ん
じ
や
。
又
重
而
そ
ち
も
つ
れ
て
い
て
、
こ
う
梅
に
も
あ
わ
し
よ
ぞ
。
狂
冠
者
「
慮
外
な
が
ら
、
花
子
様
へ
御
ざ
り
ま
し
た
ら
、
御
内
の
紅
梅
に
言
ず
て
申
た
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と
、
お
つ
し
や
れ
て
下
さ
れ
ま
せ
い
。
殿
「
ま
こ
と
に
そ
れ
よ

、
今
度
は
な
ん
ぢ
を
連
れ
て
行
き
、
紅
梅
に
会
わ
せ
う
ほ
ど
に
、
嬉
し
い
と
思
へ
。
右
の
通
り
、
花
子
の
身
内
の
紅
梅
と
い
う
女
性
に
関
す
る
詞
章
は
諸
流
に
な
く
、
『
狂
言
記
』
の
み
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
箇
所
は
『
狂
言
記
』
を
参
考
に
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
『
狂
言
記
』
は
場
面
Ａ
1

2が
な
く
、
こ
の
Ａ
3の
、
主
と
太
郎
冠
者
と
の
問
答
の
場
面
か
ら
始
ま
る
展
開
で
あ
る
が
、
主
が
太
郎
冠
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
女
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
か
ら
、
話
の
流
れ
に
不
自
然
さ
は
そ
れ
程
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
そ
の
中
で
『
狂
言
記
』
特
有
の
詞
章
に
、
主
の
説
明
と
し
て
、
内
の
山
の
神
を
だ
ま
し
て
、
暇
を
も
ろ
う
た
、
そ
の
だ
ま
し
や
う
は
、
一
七
日
が
内
、
座
禅
の
致
す
ほ
ど
に
、
そ
の
内
身
が
前
へ
参
る
な
と
、
い
ろ

だ
ま
し
て
あ
れ
ば
、
（
後
略
）
と
暇
の
日
数
を
「
一
七
日
」
（
一
週
間
）
と
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
馬
瀬
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
Ａ
4
ア
ド
（
女
）
と
ア
ド
（
太
郎
冠
者
）
の
問
答
こ
の
場
面
は
、
主
か
ら
来
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
女
が
、
気
に
な
っ
て
主
を
見
舞
う
と
、
太
郎
冠
者
が
身
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
激
怒
し
、
太
郎
冠
者
を
脅
し
て
、
自
分
が
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
命
じ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
注
目
す
べ
き
は
、
脅
さ
れ
て
座
禅
の
支
度
を
し
た
太
郎
冠
者
の
居
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
馬
太
「
（
前
略
）
扨
わ
た
く
し
は
ど
れ
い
参
り
ま
し
よ
う
。
女
「
な
ん
じ
ハ
上
行 ぎ
よ
う
の
お
ば
の
所
へ
ゆ
け
。
太
「
そ
う
有
ハ
夫
が
し
ハ
上
行
の
叔
母
の
所
へ
参
り
ま
し
よ
う
程
に
、
と
の
ゝ
き
げ
ん
の
な
お
り
次
第
ニ
よ
び
に
つ
か
ハ
さ
れ
て
下
さ
れ
。
女
「
と
の
ゝ
機
嫌
き
け
ん
の
な
お
り
次
第
ニ
よ
び
に
使
わ
す
る
ぞ
。
狂
上
「
汝
は
上
京
の
伯
母
が
所
へ
行
け
、
殿
の
機
嫌
を
見
て
、
呼
び
に
や
ら
ふ
ぞ
。
馬
瀬
で
は
、
太
郎
冠
者
か
ら
行
き
先
を
尋
ね
、
そ
れ
に
対
し
て
女
が
上
京
の
伯
母
の
所
を
勧
め
る
が
、
『
狂
言
記
』
は
女
自
ら
命
じ
る
形
と
な
る
。
多
少
異
な
る
も
の
の
、
太
郎
冠
者
の
居
場
所
を
上
京
の
伯
母
の
家
に
指
定
す
る
こ
と
は
、
諸
流
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
箇
所
も
『
狂
言
記
』
の
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
場
面
Ａ
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
諸
流
に
共
通
す
る
展
開
な
が
ら
、
シ
テ
（
主
）
と
ア
ド
（
女
）
の
や
り
と
り
を
簡
略
化
し
、
和
泉
流
、
特
に
古
典
文
庫
本
の
詞
章
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
部
に
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
摂
取
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
（
2）
場
面
Ｂ
こ
の
場
面
は
、
花
子
の
元
へ
行
っ
た
主
が
帰
宅
し
、
身
代
わ
り
の
太
郎
冠
者
（
実
は
女
）
相
手
に
花
子
と
の
一
夜
を
小
歌
混
じ
り
で
語
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
詞
章
は
『
狂
言
記
』
の
詞
章
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
と
言
え
る
が
、
完
全
な
一
致
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
馬
瀬
狂
言
資
料
の
二
種
の
中
で
も
詞
章
が
異
な
る
箇
所
が
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
、
『
狂
言
記
』
と
馬
瀬
狂
言
資
料
二
種
（
明
治
二
十
六
年
本
中
北
小
す
ゑ
本
）
の
校
異
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
2で
あ
る
。
三
本
の
中
で
一
本
で
も
相
違
が
認
め
ら
れ
た
の
は
63箇
所
で
あ
る
が
、
馬
瀬
資
料
二
種
共
に
『
狂
言
記
』
と
全
く
一
致
し
な
い
箇
所
（
◇
◆
）
は
12箇
所
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
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表2 馬瀬狂言資料二種と『狂言記』との校異
【
凡
例
】
◎
…
明
治
二
十
六
年
本
と
『
狂
言
記
』
が
共
通
し
、
中
北
小
す
ゑ
本
が
異
な
る
。
○
…
明
治
二
十
六
年
本
と
『
狂
言
記
』
が
近
似
し
、
中
北
小
す
ゑ
本
が
異
な
る
。
□
…
中
北
小
す
ゑ
本
と
『
狂
言
記
』
が
共
通
し
、
明
治
二
十
六
年
本
が
異
な
る
。
■
…
中
北
小
す
ゑ
本
と
『
狂
言
記
』
が
近
似
し
、
明
治
二
十
六
年
本
が
異
な
る
。
◆
…
三
本
全
て
詞
章
が
異
な
る
。
◇
…
馬
瀬
狂
言
資
料
二
種
は
共
通
し
、『
狂
言
記
』
の
み
異
な
る
。
★
…
ト
書
き
の
箇
所
馬
瀬
狂
言
資
料
二
種
の
欄
の
網
掛
け
は
、『
狂
言
記
』
と
共
通
す
る
詞
章
に
付
し
た
。
※
1は
『
狂
言
記
』
元
禄
十
二
年
版
の
本
文
※
2は
伊
勢
志
摩
地
方
の
訛
り
注№ 明治二十六年本 中北小すゑ本 狂言記
38 ○
との小袖おうちかけさばかみ（マ
マ）小哥にて出ル★
×
殿 小袖をうち掛け壺折つてさば
き髪にて出る★
39 □ 橋掛ノ傳★ × ×
40 ◎ あやの あやよ（ママ） あやの
41 ◎ したひも ひたひも したひぼ/したひも※1
42 ◎ × マキサシひくく★ ×
43 ◇ × × 小歌
44 ◎ × 扇右へかさす。★ ×
45 ◎ × あげ扇て左へまわる★ ×
46 ◎ ほそく ほく ほそく
47 ◎ × 月みる★ ×
48 ◇ のこりたり のこりたり のこれりたり
49 ◎ 太郎下者 たろふ者 太郎くわじや
50 ◇ 詞 ことば ×
51 ◎ 申付た もしつけた 申付た
52 ◎ いまする いう いまする
53 ◎ 太郎下者 たろふ者 太郎くわじや
54 ◎ あるわいやい あるそ 有わいやい
55 ◎ ついでに × ついでに
56 ◎ あつた程に あり（ママ）たによんて あつたほとに
57 ■ × そふと そつと
58 ◎ 声にて こゑに こゑにて
59 ◎ さひしき さべしき※2 さびしき
60 □ 言 きみが きみが
61 ◎ きたろうにや きたろふや きたろにや
62 ◎ 又 × 又
63 □ 名のうつた なのたつ 名のたつ
64 ◎ たそや たそよ たそや
65 □ 言 × ×
66 ◇ こぞ こそ こぞの
67 ◎ とがむるハ とかむる とがむるハ
68 ◎ 身か そのみか 身か
69 ◎ それがしが それがしの それがしが
70 ◇ せぬに せぬニ せぬのに
71 ◎ 申 もふそふ 申
72 ◎ およれの × およれの
73 □ 言 × ×
74 ◎ 夜ハ こよひは 夜は
75 ◎ よなか 夜中じ（ママ） よなか
76 ◇ しりまする しりまする 見まする
77 □ おいとま申 まいろふ まいらふ
78 ◇ × × いつ
79 ◆ こなの そなたの こなたの
80 ◎ すがたが すがたお 姿が
81 ◎ 御ざるのふ ござる 御座るのふ
82 ◎ おつしやれた おしれた おつしやれた
83 ◎ 夫がしか それがしの 某が
84 ◎ × 右へさし左へひらく★ ×
85 ◎ × 差廻り★ ×
86 ◎ 深山 宮山 深山
87 ◎ こけざるめ こけざる こけざるめ
88 ◆ しうよぼり しおり しよぼぬれて
89 ◎ × まきさしニひく★ ×
90 □ 言 × ×
91 ◎ ついづく すいつく ついつく
92 □ にたり にた にた
93 ◆ 申て もふして 申、うたふて
94 ◎ 小袖ハ こそて 小袖は
95 ◎ かたみ かたニ かたみ
96 ◆ 山ノ神めに 山の神ニ 山のかみが
97 ◆ みせてハ みせたらハ 見たらバ
98 □ なるまい よいことハあるまい よひ事ハあるまひ
99 □
なんじにとらせうぞ。なんぢもい
らぬか。
× ×
100 ◎ × とる心もち★ ×
・
馬
瀬
狂
言
資
料
二
種
は
共
通
し
、『
狂
言
記
』
の
み
異
な
る
箇
所
（
◇
）
…
7箇
所
・
三
本
全
て
詞
章
が
異
な
る
箇
所
（
◆
）
…
5箇
所
で
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
№
66、
78）
な
ど
、
大
き
な
差
異
と
は
言
え
な
い
。
表
現
が
明
ら
か
に
異
な
る
例
と
し
て
は
、
№
76の
、
馬
夜
も
あ
け
ま
す
れ
バ
、
人
も
し
り
ま
す
る
。
狂
夜
も
明
け
ま
す
れ
ば
、
人
も
見
ま
す
る
。
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
中
に
は
、
№
48の
、
馬
は 、
る 、
、
と 、
お 、
く 、
り 、
き 、
て 、
、
お 、
も 、
か 、
げ 、
の 、
た 、
つ 、
か 、
た 、
を 、
。
か 、
へ 、
り 、
見 、
だ 、
れ 、
バ 、
、
月 、
ほ 、
そ 、
く 、
の 、
こ 、
り 、
た 、
り 、
、
な 、
ご 、
り 、
お 、
し 、
や 、
の 、
、
狂
小
歌
は
る

と
送
り
来
て
面
影
の
立
つ
方
を
返
り
見
た
れ
ば
月
細
く
残
れ
り
た
り
名
残
惜
し
や
の
寛
遙
々
と
送
り
来
て
、
お
も
か
げ
の
立
か
た
を
か
へ
り
見
た
れ
ば
、
月
ほ
そ
く
残
り
た
り
。
名
残
を
し
や
の
。
と
『
狂
言
記
』
の
誤
っ
た
表
現
を
、
大
蔵
流
等
に
共
通
す
る
形
に
改
め
て
い
る
箇
所
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
先
述
の
通
り
、
こ
の
場
面
は
、『
狂
言
記
』
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
詞
章
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
馬
瀬
狂
言
資
料
の
二
種
に
お
い
て
、
い
ず
れ
か
の
本
が
『
狂
言
記
』
と
異
な
る
例
は
51箇
所
と
な
る
。
そ
の
内
訳
は
、
・
明
治
二
十
六
年
本
の
詞
章
と
『
狂
言
記
』
が
共
通
し
、
中
北
小
す
ゑ
本
の
詞
章
が
異
な
る
箇
所
（
◎
○
）
…
40箇
所
・
中
北
小
す
ゑ
本
の
詞
章
と
『
狂
言
記
』
が
共
通
し
、
明
治
二
十
六
年
本
の
詞
章
が
異
な
る
箇
所
（
□
■
）
…
11箇
所
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
明
治
二
十
六
年
本
と
中
北
小
す
ゑ
本
で
は
、
前
者
の
方
が
『
狂
言
記
』
と
の
近
さ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
中
北
小
す
ゑ
本
の
み
に
認
め
ら
れ
る
差
異
は
、
ま
ず
ト
書
き
が
8箇
所
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
歌
「
あ 、
や 、
マ
マ
よ 、
に 、
し 、
き 、
の 、
。
ひ 、
た 、
ひ 、
も 、
ハ 、
。
と 、
け 、
て 、
中 、
ゝ 、
よ 、
し 、
な 、
や 、
。マ
キ
サ
シ
ひ
く
く
や 、
な 、
き 、
の 、
糸 、
の 、
み 、
だ 、
れ 、
心 、
。
い 、
つ 、
は 、
す 、
ら 、
れ 、
ぬ 、
。
扇
右
へ
か
さ
す
春 、
ゝ 、
と 、
お 、
く 、
り 、
き 、
て 、
あ
げ
扇
て
左
へ
ま
わ
る
お 、
も 、
か 、
げ 、
の 、
た 、
つ 、
か 、
た 、
お 、
。
か 、
い 、
り 、
み 、
た 、
れ 、
ハ 、
。
月
み
る
月 、
ほ 、
く 、
の 、
こ 、
り 、
た 、
り 、
。
こ
う
し
た
ト
書
き
は
、
『
狂
言
記
』
の
場
合
、
場
面
Ｂ
の
初
め
の
箇
所
（
№
38）
を
除
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
上
演
用
の
台
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
ト
書
き
は
、
明
治
二
十
六
年
本
（
№
39）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
小
哥
橋
掛
ノ
傳
「
あ 、
や 、
の 、
に 、
し 、
き 、
の 、
し 、
た 、
ひ 、
も 、
ハ 、
。
右
の
「
橋
掛
ノ
傳
」
の
具
体
的
な
内
容
は
未
詳
で
あ
る
が
、
シ
テ
の
出
に
関
す
る
口
伝
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
瀬
狂
言
資
料
で
は
、
『
狂
言
記
』
を
用
い
な
が
ら
も
上
演
の
た
め
に
必
要
な
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
先
に
引
用
し
た
中
北
小
す
ゑ
本
の
詞
章
で
も
、
「
月
ほ
そ
く
」
と
あ
る
箇
所
（
№
46）
が
「
月
ほ
く
」
と
、
誤
字
、
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
数
箇
所
認
め
ら
れ
る
。
本
資
料
が
覚
え
書
き
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
台
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
う
し
た
箇
所
か
ら
も
窺
わ
れ
よ
う
。
ま
た
№
59の
「
さ
ひ
し
き
」
が
、
中
北
小
す
ゑ
本
で
は
「
さ
べ
し
き
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
伊
勢
志
摩
地
方
の
訛
り
（『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』）
に
拠
る
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
中
北
小
す
ゑ
本
で
は
、
も
う
一
箇
所
、
こ
の
場
面
Ｂ
の
み
に
認
め
ら
れ
る
書
写
の
特
徴
が
あ
る
。
場
面
Ａ
Ｃ
は
片
面
六
～
七
行
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
場
面
Ｂ
は
片
面
八
行
で
、
ま
た
文
字
の
大
き
さ
も
場
面
Ａ
Ｃ
に
比
べ
、
小
ぶ
り
に
記
し
て
い
る
（
写
真
3

4参
照
）。
こ
う
し
た
書
写
の
仕
方
は
、
こ
の
場
面
Ｂ
だ
け
が
他
の
箇
所
と
異
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
際
立
た
せ
て
お
り
、
あ
る
い
は
『
狂
言
記
』
か
ら
の
摂
取
を
意
識
し
て
の
書
写
と
も
推
測
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
詞
章
の
面
に
つ
い
て
比
較
し
て
き
た
が
、
「
小
歌
」
と
指
定
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
も
、
『
狂
言
記
』
と
異
な
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
ゴ
マ
点
の
有
無
で
あ
る
。
馬
瀬
狂
言
資
料
の
歌
謡
部
分
に
は
、
全
て
ゴ
マ
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
狂
言
記
』
で
は
「
小
歌
」
と
指
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
ゴ
マ
点
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
一
ゴ
マ
点
が
あ
る
の
は
、
主
が
太
郎
冠
者
の
座
禅
衾
を
取
る
直
前
に
謡
わ
れ
る
「
松
風
」
の
キ
リ
の
箇
所
の
み
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
小
歌
」
と
指
定
さ
れ
た
箇
所
を
謡
お
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
歌
の
節
付
け
を
す
で
に
知
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
改
め
て
『
狂
言
記
』
の
歌
謡
に
つ
い
て
、
江
戸
中
期
以
降
の
諸
流
の
「
花
子
」
の
台
本
を
確
認
す
る
と ８
、
①
「
綾
の
錦
の
」
…
賢
通
②
「
柳
の
糸
の
乱
れ
心
」
…
古
集
成
虎
寛
山
本
名
女
賢
通
③
「
遙
々
と
」
…
古
集
成
虎
寛
山
本
名
女
賢
通
④
「
灯
火
暗
う
し
て
」
…
古
集
成
虎
寛
山
本
名
女
賢
通
⑤
「
い
と
ど
名
の
立
つ
」
…
「
靱
猿
」
で
使
用
（
古
）
⑥
「
雨
の
降
る
夜
に
」
…
古
集
成
虎
寛
山
本
名
女
賢
通
⑦
「
こ
こ
は
山
陰
」
…
該
当
な
し
⑧
「
人
の
妻
見
て
」
…
古
集
成
⑨
謡
「
捨
て
て
も
お
か
れ
ず
」
…
「
枕
物
狂
」
で
使
用
（
古
集
成
虎
寛
山
本
）
②
③
④
⑥
⑧
の
小
歌
は
古
典
文
庫
本
な
ど
を
初
め
と
し
て
諸
流
で
謡
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
残
り
の
①
は
鷺
流
で
も
用
い
ら
れ
、
⑤
は
古
典
文
庫
本
で
「
靱
猿
」
の
歌
謡
と
し
て
用
い
て
い
た
。
⑦
は
虎
明
本
以
降
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
後
期
も
流
行
歌
謡
と
し
て
謡
い
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り ９
、
そ
う
し
た
も
の
を
参
考
に
補
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
⑨
は
「
枕
物
狂
」
で
も
謡
わ
れ
る
小
歌
で
あ
る
。
馬
瀬
で
、
和
泉
流
「
花
子
」
の
詞
章
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
『
狂
言
記
』
と
重
な
る
歌
謡
は
問
題
な
く
謡
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
「
花
子
」
で
用
い
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
他
の
曲
で
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
、
当
然
そ
の
節
付
け
は
知
―61―
写
真
3
中
北
小
す
ゑ
本
「
花
子
」
（
右
／
場
面
Ａ
4
左
／
場
面
Ｂ
）
写
真
4
中
北
小
す
ゑ
本
「
花
子
」
（
右
／
場
面
Ｂ
左
／
場
面
Ｃ
）
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
狂
言
番
組
扣
』
で
は
、
「
金
岡
」
（
13回
）
や
「
法
師
母
」
（
14回
）
な
ど
、
馬
瀬
で
は
小
歌
や
謡
が
か
り
の
あ
る
曲
の
上
演
回
数
も
多
く
、
そ
う
し
た
知
識
や
技
術
は
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
『
狂
言
記
』
の
詞
章
で
演
じ
て
い
た
狂
言
師
が
当
時
存
在
し
、
そ
の
芸
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
参
考
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
節
付
け
の
な
い
小
歌
の
箇
所
の
対
応
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
面
で
は
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
活
用
し
な
が
ら
も
、
上
演
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
柄
を
馬
瀬
の
人
々
が
補
い
、
舞
台
で
演
じ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
（
3）
場
面
Ｃ
こ
の
場
面
は
、
主
が
身
代
わ
り
の
太
郎
冠
者
の
座
禅
衾
を
取
る
と
、
女
が
現
れ
、
夫
を
追
及
し
、
い
つ
も
の
追
い
込
み
で
終
曲
と
な
る
。
諸
流
の
多
く
が
、
女
が
主
の
行
き
先
を
聞
き
、
主
は
「
筑
紫
の
五
百
羅
漢
」
や
「
信
濃
の
善
光
寺
」
の
名
前
を
挙
げ
、

に
を
重
ね
、
女
に
追
及
さ
れ
る
。
し
か
し
馬
瀬
で
は
、
「
筑
紫
の
五
百
羅
漢
」
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
更
に
『
狂
言
記
』
で
は
妻
に
見
つ
か
る
と
、
言
い
訳
を
せ
ず
に
た
だ
「
こ
ら
へ
て
た
も
れ
」
と
言
っ
て
逃
げ
込
み
、
よ
り
あ
っ
さ
り
と
し
た
結
末
と
言
え
る
。な
お
、
こ
の
終
曲
部
に
は
馬
瀬
狂
言
で
認
め
ら
れ
る
追
い
込
み
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
女
「
ま
だ
そ
こ
に
お
る
か
。
主
「
ゆ
る
し
て
く
れ
い

。
女
「
お
の
れ
お
な
ん
と
し
て
く
り
よ
う
。
主
「
先
ま
て

。
女
「
ま
て
と
ハ
な
ん
と
。
主
「
花
子
様
。
女
「
な
に
花
子
様
う
め
と
ゆ
ゑ

。
主
「
様
め
。
女
「
ヱ
ア
腹
立
や

。
主
「
ゆ
る
し
て
く
れ

。
こ
れ
は
、
追
い
込
み
の
最
中
に
、
追
い
か
け
る
相
手
に
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
相
手
の
動
き
を
止
め
、
そ
の
後
相
手
を
か
ら
か
う
よ
う
な
台
詞
を
言
い
、
再
度
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
演
出
で
あ
る
。
こ
う
し
た
演
出
は
、
現
行
の
馬
瀬
狂
言
の
「
文
荷
」「
瓜
盗
人
」
「
鬼
清
水
」
等
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
諸
流
の
「
花
子
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
馬
瀬
で
独
自
に
加
え
た
演
出
と
考
え
ら
れ
る
。
四
ま
と
め
馬
瀬
狂
言
「
花
子
」
と
は
各
場
面
毎
の
分
析
を
元
に
、
改
め
て
馬
瀬
狂
言
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
「
花
子
」
の
展
開
と
諸
流
と
の
関
わ
り
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
先
述
の
通
り
、
曲
の
前
半
は
和
泉
流
山
脇
派
（
主
に
古
典
文
庫
本
に
近
似
）
の
詞
章
を
用
い
な
が
ら
も
展
開
を
簡
略
化
し
、
一
部
に
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
用
い
て
い
た
。
後
半
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
用
い
た
構
成
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
六
年
本
で
は
「
湶
流
儀
山
脇
湶
野
村
小
三
郎
ノ
傳
」
と
明
記
さ
れ
、
前
半
は
そ
の
言
葉
通
り
に
、
和
泉
流
の
詞
章
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
後
半
は
『
狂
言
記
』
の
詞
章
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
た
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
が
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
曲
の
後
半
部
の
『
狂
言
記
』
の
摂
取
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
馬
瀬
狂
言
資
料
の
中
に
は
、
一
部
に
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
元
に
し
た
曲
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
お
木
曳
の
時
に
演
じ
ら
れ
る
「
こ
ん
く
わ
い
」
や
『
太
鼓
頭
附
』
所
収
の
「
丼
礑
」
「
胸
突
」
「
鹿
狩
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
に
も
「
花
子
」
同
様
に
、
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
馬
瀬
で
改
変
し
た
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
特
に
「
胸
突
」
「鹿
狩
」
で
は
台
詞
を
簡
略
化
す
る
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傾
向
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
活
用
す
る
際
に
認
め
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
傾
向
と
「
花
子
」
の
あ
り
方
と
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
本
曲
の
見
せ
場
で
あ
る
場
面
Ｂ
に
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
用
い
た
要
因
と
し
て
、
曲
の
簡
略
化
短
縮
化
と
い
う
点
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
場
面
は
ほ
ぼ
シ
テ
の
独
演
の
形
で
進
む
、
役
者
の
演
技
力
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
で
も
歌
謡
を
得
意
と
し
た
和
泉
流
で
謡
わ
れ
る
歌
謡
の
数
は
、
大
蔵
鷺
両
流
に
比
し
て
多
い
。
馬
瀬
狂
言
資
料
と
近
い
古
典
文
庫
本
を
例
に
す
る
と
、
十
六
首
の
小
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
方
の
『
狂
言
記
』
は
「
小
歌
」
と
記
さ
れ
た
八
首
と
「
謡
」
と
あ
る
一
首
の
合
計
九
首
の
み
で
あ
る
。
歌
謡
の
数
が
減
少
す
れ
ば
、
当
然
上
演
時
間
の
短
縮
に
も
が
り
、
ま
た
演
技
の
難
易
度
も
多
少
は
下
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
曲
の
前
半
で
、
和
泉
流
の
詞
章
を
用
い
な
が
ら
も
簡
略
化
し
た
傾
向
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
上
演
さ
れ
る
場
の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
改
め
て
『
狂
言
番
組
扣
』
を
確
認
す
る
と
、
馬
瀬
神
社
の
例
大
祭
で
は
、
一
日
に
十
曲
以
上
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ち
な
み
に
「
花
子
」
が
上
演
さ
れ
た
明
治
十
五
年
の
例
大
祭
で
は
、
「
長
久
楽
」
と
「
豊
年
貢
」
を
除
い
て
、
十
七
曲
が
上
演
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
の
大
蔵
流
や
和
泉
流
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
な
一
時
間
近
い
曲
を
上
演
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
も
技
術
的
に
も
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
の
よ
う
に
、
馬
瀬
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
「
花
子
」
は
、
和
泉
流
と
『
狂
言
記
』
の
詞
章
を
用
い
て
、
新
た
に
再
編
成
さ
れ
た
曲
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
馬
瀬
独
自
で
既
存
の
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
例
と
し
て
、
お
木
曳
き
の
時
に
演
じ
ら
れ
た
「
こ
ん
く
わ
い
」
が
あ
る
が
、
こ
の
曲
で
も
元
に
し
た
台
本
は
『
狂
言
記
』
で
あ
っ
た
。
今
回
の
分
析
で
和
泉
流
山
脇
派
の
詞
章
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
馬
瀬
に
和
泉
流
の
「
花
子
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
台
本
が
書
き
留
め
ら
れ
た
明
治
期
に
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
今
回
紹
介
し
た
「
花
子
」
の
詞
章
を
採
用
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
中
北
小
す
ゑ
本
で
、
場
面
Ｂ
の
み
明
ら
か
に
他
の
場
面
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な
書
写
の
形
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
馬
瀬
狂
言
で
は
、
野
村
玉
泉
が
、
天
保
年
間
に
馬
瀬
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
和
泉
流
の
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
時
を
経
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
ま
で
野
村
玉
泉
を
師
と
し
て
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
仙
助
能
の
狂
言
師
か
ら
の
曲
の
伝
授
も
確
認
で
き
る
が
、
限
ら
れ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
的
に
は
馬
瀬
の
人
々
に
よ
っ
て
、
狂
言
の
芸
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
伝
承
の
形
態
が
、
玉
泉
が
伝
え
た
和
泉
流
の
詞
章
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
う
、
上
演
の
形
を
可
能
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
馬
瀬
狂
言
の
「
花
子
」
は
、
馬
瀬
に
お
け
る
狂
言
の
伝
承
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
曲
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
注
1
『
狂
言
番
組
扣
』
は
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
か
ら
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
ま
で
の
、
馬
瀬
神
社
例
大
祭
で
の
番
組
を
中
心
に
、
63の
番
組
を
ま
と
め
た
も
の
。
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
1）
「
狂
言
番
組
扣
」
を
中
心
に
」 （
『
学
苑
』
696
一
九
九
八
三
）、
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
2）
台
本
に
見
え
る
上
演
記
録
曲
名
索
引
」
（
『
学
苑
』
703
一
九
九
八
一
一
）
参
照
。
2
『
狂
言
番
組
扣
』
に
は
明
治
二
十
六
年
の
記
録
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
3
馬
瀬
狂
言
保
存
会
で
の
所
蔵
番
号
。
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4こ
の
台
本
を
和
泉
流
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
橋
本
朝
生
氏
『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』
（
若
草
書
房
一
九
九
七
）
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
（
瑞
木
書
房
二
〇
一
二
）
の
「
狂
言
台
本
曲
目
所
在
一
覧
」
に
従
っ
た
。
5
「
長
久
楽
」
は
、
馬
瀬
神
社
の
例
大
祭
で
、
番
組
の
初
め
に
必
ず
演
じ
ら
れ
る
祝
言
の
舞
で
、
野
村
玉
泉
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
6
原
文
引
用
、
ま
た
参
考
に
し
た
本
文
の
出
典
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
台
本
の
名
称
に
付
し
た
傍
線
部
は
、
注
8で
の
略
称
を
示
し
た
。
・
古
典
文
庫
本
…
『
和
泉
流
狂
言
集
』
（
古
典
文
庫
一
九
五
三
～
一
九
六
二
）
・
天
理
本
…
『
狂
言
六
義
』
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
24
天
理
大
学
出
版
部
一
九
七
五
）、
『
天
理
本
狂
言
六
義
下
』
（
北
川
忠
彦
他
校
注
三
弥
井
書
店
一
九
九
五
）、
『
狂
言
六
義
全
注
』
（
北
原
保
雄
、
小
林
賢
次
著
勉
誠
社
一
九
九
一
）
・『
狂
言
集
成
』
（
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
共
編
能
楽
書
林
一
九
七
四
）
和
泉
流
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、
古
典
文
庫
本
以
外
の
資
料
も
参
考
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
最
も
近
似
し
て
い
る
古
典
文
庫
本
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
・
虎
寛
本
…
『
能
狂
言
』
（
笹
野
堅
校
訂
岩
波
書
店
一
九
五
六
）
馬
瀬
狂
言
に
は
、
大
蔵
流
の
詞
章
を
有
す
る
台
本
も
あ
り
、
そ
の
差
異
を
示
す
参
考
資
料
と
し
て
掲
げ
た
。
・
『
狂
言
記
』
…
『
狂
言
記
の
研
究
』
（
北
原
保
雄
、
大
倉
浩
著
勉
誠
社
一
九
八
三
）、
『
狂
言
記
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
橋
本
朝
生
、
土
井
洋
一
校
注
岩
波
書
店
一
九
九
六
）
7
天
理
本
で
は
「
君
は
恩
を
も
つ
て
主
と
し
、
臣
は
君
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
に
命
を
お
し
ま
ざ
る
を
も
つ
て
忠
臣
と
す
と
い
へ
り
」。
8
小
歌
に
つ
い
て
は
、
池
田
廣
司
著
『
狂
言
歌
謡
研
究
集
成
』
（
風
間
書
房
平
成
4年
）
を
参
考
に
し
た
。
江
戸
中
期
以
降
の
台
本
の
略
称
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
山
本
（
山
本
東
本
…
『
狂
言
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
小
山
弘
志
校
注
岩
波
書
店
一
九
六
〇
）、
名
女
（
宝
暦
名
女
川
本
…
「
翻
刻
鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』
（
六
）
」
北
川
忠
彦
、
関
屋
俊
彦
著
『
女
子
大
国
文
』
110
一
九
九
一
二
）、
賢
通
（
安
政
賢
通
本
…
『
狂
言
集
』
中
日
本
古
典
全
書
古
川
久
校
註
一
九
五
六
）
な
お
、
上
記
以
外
の
台
本
に
つ
い
て
は
、
注
6参
照
。
9
『
狂
言
歌
謡
研
究
集
成
』
で
は
、『
謡
編
』
や
『
声
曲
類
纂
』
等
に
類
歌
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
10
馬
瀬
で
も
「
枕
物
狂
」
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
11
「
花
子
」
の
後
半
に
『
狂
言
記
』
を
用
い
た
台
本
を
野
村
玉
泉
自
身
が
作
っ
た
可
能
性
も
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。
が
、
「
こ
ん
く
わ
い
」
の
例
等
も
ふ
ま
え
、
馬
瀬
の
人
々
に
拠
る
可
能
性
を
第
一
に
考
え
た
。
12
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
3）
「
琵
琶
聟
」
「
狸
腹
鼓
」
を
中
心
に
」
（
『
学
苑
』
739
二
〇
〇
二
二
）、
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
5）
『
狂
言
記
』
系
の
台
本
」
（『
学
苑
』
833
二
〇
一
〇
三
）
参
照
。
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 翻
刻

凡例

一
、
こ
の
本
文
は
、
馬
瀬
狂
言
保
存
会
蔵
『
狂
言
花
子
』
（
明
治
二
十
六
年
本
中
林
慶
三
氏
旧
蔵
（
所
蔵
番
号
中
林
慶
三
30ノ
17））
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
（
当
て
字
反
復
記
号
「
ヽ
」
「
ゝ
」
「

」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
）
。
ま
た
見
せ
消
ち
の
箇
所
で
、
訂
正
前
の
語
句
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
注
に
付
し
、
補
筆
訂
正
さ
れ
た
語
句
を
採
用
し
た
。
一
、
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
通
り
と
し
た
。
清
濁
、
振
り
仮
名
も
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
、
セ
リ
フ
の
初
め
の
＼
の
記
号
は
「
に
統
一
し
た
。
役
名
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
適
宜
（
）
で
補
っ
た
。
一
、
底
本
に
お
け
る
誤
脱
と
判
断
さ
れ
る
不
審
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
を
付
し
た
。
一
、
節
付
け
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
傍
点
を
付
し
た
。
一
、
中
北
小
す
ゑ
本
と
の
校
異
を
、
翻
刻
の
最
後
に
次
の
形
で
示
し
た
。
明
治
二
十
六
年
本
の
詞
章
…
中
北
小
す
ゑ
本
の
詞
章
中

紙
数
の
都
合
で
、
仮
名
遣
い
表
記
清
濁
の
違
い
は
示
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
場
面
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
『
狂
言
記
』
と
の
関
連
を
示
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
明
治
二
十
六
年
本
、
中
北
小
す
ゑ
本
、『
狂
言
記
』
の
校
異
を
表
2に
ま
と
め
た
。
一
、
各
本
の
装
束
付
に
つ
い
て
は
、
曲
の
最
後
に
ま
と
め
て
記
載
し
た
。
（
主
）「
是
１
ハ
此
あ
た
り
の
者
で
御
座
る
。
夫
が
し
、
花
子
ト
申
女
路
と
い
つ
の
春
か
な
れ
や
い
、
た
び

ふ
み
お
下
さ
れ
ど
も
、
れ
い
の
山
神
め
が
つ
け
て
ま
わ
る
に
仍
而
、
中

あ
い
に
ま
い
る
事
ハ
か
な
わ
ぬ
。
夫
故
き
ヨ
う
ハ
急
度
分
別
と
致
シ
テ
御
座
る
。
先
、
山
の
神
ヲ
よ ２
び
う
い
だ
し
申
つ
き
ヨ
う
。
の
う

お
ん
な
共
を
い
や
る
か
。
女
「
い
や
こ
ち
の
人
が
よ
ば
せ
ら
る
ゝ
そ
う
な
。
よ
ば
せ
ら
る
ヽ
ハ
何
事
で
御
座
る
。
主
「
別 ３
の
事
で
も
な
い
が
、
夫
か
し
此
頃
い
め
み
が
わ
る
い
、
夫
い
へ
宮
こ
も
り
お
致
シ
だ
ん
じ
き
を
致
し
と
う
お
も
う
。
女
「
い
や
こ
ヽ
な
人
が
何
事
を
仰 ４
ら
る
ヽ
と
お
も
ま
マ
マ
し
た
に ５
、
い
め
と
ゆ
う
者
ハ
お
う
も
い
め
、
あ
ハ
ぬ
も
い
め
は
か
な
い
者
で
御
座
」
（
1オ
）
れ
バ
、
其
よ
う
ニ
心
に
掛
さ
せ
ら
る
ヽ
に
ハ
お
よ
び
ま
せ
ぬ
。
主
「
夫
が
し
も
そ
う
ハ
お
も
へ
ど
も
、
事
の
外
の
い
め
み
じ
や
。
何 ６
と
も
宮
ご
も
り
を
致 ７
シ
と
う
お
も
う
。
五
七
日
の
ひ
ま
を
お
く
り
や
れ
。
女
「
い
や
こ
ゝ
な
人
が
其
よ
う
な
な
が
い
ひ
ま
か
な
ん
と
な
り
ま
し
よ
。
其
よ
う
に
心
に
掛
り
ま
す
る
な
ら
バ
、
ず ８
ご
う
な
り
と
も
う
で
ご
う
な
り
と
も
た
か
せ
れ
マ
マ
い
。
主
「
い
や
こ
ヽ
な
者
が
、
だ
い
ぞ
く
の
身
と
し
て
う
で
こ
う
ず
ご
う
が
な
ん
と
た
か
る
ヽ
者
じ
や
。
女
「
そ
う
あ
ら
バ
一
夜
の
日
間
お
し
ん
じ
よ
う
。
主
「
一
夜
で
は
し
ん
は
と
ゞ
か
ぬ
。
そ
う
有
ば
一
七
日
の
日
間
を
お
く
り
や
れ
。
女
「
く
ど
い
事
お
を
う
せ
ら
れ
る
。
一
夜
よ
り
日
間
を
し
ん
ず
る
」
（
1ウ
）
事
ハ
な ９
り
ま
せ
る マ
マ。
主
「
そ
う
あ
ら
バ
一
夜
こ
も
る
も
一
七
日
こ
も
る
も
神
は
こ
ヽ
ろ
か
ら
じ
や
。
夫
が
し
ハ
宮
ご
も
り
を
致
シ
、
た
ん
し
き
を
致
そ
う
程
に
、
た
と
い
何
よ
う
が
有
と
も
、
夫
が
し
の
前
に
立
か
な
ら
ず
者
お
ゆ
う
事
ハ
な
ら
ぬ
ぞ
。
女
「
畏
テ
御
座
る
。
主
「
急
度
申
付
た
ぞ
。
女
「
ハ
ア
。
主
「
の 
う
う
れ
し
や

。
よ
う

一
夜
の
日
間
お
も
ろ
う
た
。
さ
り
な
が
ら
夫
が
し
が
ざ
ぜ
ん
の
し
	て
ハ
花
子
の
方
へ
参
る
事
ハ
か
な
ハ
ぬ
。
先
太
郎
か
じ
や
お
よ
び
う
だ
し
ざ
ぜ
ん
の
た
の
も
う
と
存
る
。
や
イ

太
郎
く
わ
じ
や
有
か
。
太

「
ハ
ア
。
主
「
い
た
か
。
太
「
お
ま
へ
に
。
主
「
な
ん
じ
よ
び
だ
し
別
の
事
で
な
い
。
扨
な
ん
じ
も
し
る
通
、
花
子
の
方
か
ら
度
ゝ
文
を
下
さ
れ
ど
も
」
（
2オ
）
れ
い
の
山
の
神
が
付
て
ま
は
る
に
仍
而
中

あ
い
に
ま
い
る
事
ハ
か
な
ハ
ぬ
。
夫
故
き
よ
う
ハ
山
神
め
を
た
ば
か
う
て
、
よ
う

一
夜
の
日
間
お
も
ろ
う
た
。
其
日
間
の
も
ら
い
よ
う
が
、
此
じ
ゆ
う
い
め
み
が
わ
る
い
、
ぜ
ひ
と
も
宮
ご
も
り
お
致
シ
、
ざ
ぜ
ん
の
致
シ
と
う
お
も
う
、
一
七
日
の
日
間
を
く
れ
い
と
申
た
れ
バ
よ
う

一
夜
の
日
ま
お
も
ろ
う
た
。
さ
り
な
が
ら
夫
か
し
か
ざ
ぜ
ん
の
致
て
い
て
ハ
花
子
ノ
方
へ
―65―
ま
い
る
事
ハ
か
な
ハ
ぬ
。
な
ん
じ
ざ
ぜ
ん
の
し
て
く
れ
い
。
太
「
ハ
ア
畏
テ
ハ
御
座
り
ま
す
れ マ
マる
が
、
常

お
か
み
様
の
も
う
さ
る
ゝ
に
ハ
花
子
の
方
へ
お
い
で
な
さ
る
ヽ
な
ら
ハ
急
と
く
せ
事
じ
や
と
仰
ら
れ
ま
し
た
。」
（
2ウ
）
是
ハ
お
こ
と
ハ
り
を
申
ま
す
る
。
主
「
い
や

花
子
の
方
へ
つ
か
い
お
も
す
る
有
テ
も
、
そ
れ
が
し
が
申
付
る
に
ハ
く
る
し
ゆ
う
な
い
。
ぜ
ひ
と
も
た
の
む
ぞ
。
太
「
ど
う
御
座
ろ
う
と
も
、
此
ぎ
に
お
き
ま
し
て
ハ
い
く
ゑ
に
も
御
こ
と
ハ
り
を
申
ま
す
る
。
主
「
扨
ハ
女
の
ゆ
う
事
が
お
そ
ろ
し
て
、
夫
が
し
が
ゆ
う
事
ハ
き
く
ま
い
じ
や
な
。
太
「
き
く
ま
い
で
ハ
御
座
ら
ね
と
も
、
ど
う
ぞ
御
こ
と
わ
り
お
申
ま
す
る
。
主
「
よ
う
お
り
や
る
。
し
ん
君
に
つ
と
う
る
お
ん
の
い
の
ち
を
し
ま
ざ
る
お
さ
い
て
ち
ゆ
う
し
ん
と
い
イ
な
ん
ぞ
や
、
此
じ
う
花
子
方
へ
つ
か
い
お
も
さ
す
る
と
有
テ
、
言
あ
ま
に
つ
か
へ
バ
か

つ
に
の
う
て
わ
が
お
ふ
る
も
う
。
」
（
3オ
）
し
よ
せ
ん
に
つ
く
い
。
打
テ
す
つ
る
。
お
な
を
り
そ
へ
。
太
「
先
お
ま
ち
な
さ
れ
ま
せ
。
主
「
	ま
と ママ
ハ
な
ん
と
。
太
「
畏
テ
御
座
る
。
主
「
い
イ
や
ゑ
い
、
お
か
し
こ
ま
り
や
る
ま
い
者
を
。
太
「
畏
テ
御
座
る
。
主
「
し
や
ア
。
太
「
ハ
ア
。
（
主
）「
ざ 

れ
事
じ
や
。
太
「
扨
ゝ
こ
わ
い
お
ざ
れ
事
で
御
座
り
ま
す
る
。
主
「
こ
う
ゆ
う
も
ざ
ぜ
ん
の
し
て
も
ら
い
た
さ
あ
ま
り
の
事
じ
や
。
さ
ア

ざ
ぜ
ん
の
シ
て
お
く
り
や
れ
。
太
「
是
ハ
め
い
わ
く
ニ
御
座
る
。
主
「
先
下
に
い
よ
。
（
太
）「
心
ま
マ
マ
し
た
。
（
主
）
「
扨
此
き
ぬ
を
か
つ
い
で
い
て
、
た
れ
が
き
た
り
と
も
、
者
お
ゆ
い
あ
ら
れ
る
事
ハ
な
ら
ぬ
ぞ
。
太
「
畏
て
御
座
る
。
（
主
）「
も
う
こ
う
ゆ
く
ぞ
。
太
「
や
ア
も
う
し

、
花
子
様
へ
お
い
で
な
さ
る
ヽ
な
ら
ば
、
こ
う
梅
殿
に
も
よ
ろ
し
ゆ
」
（
3ウ
）
申
て
下
さ
れ
。
主
「
か
て
ん
じ
や
。
又
重
而
そ
ち
も
つ
れ
て
い
て
、
こ
う
梅
に
も
あ
わ
し
よ
ぞ
。
と
か
く
た
の
む
ぞ

。
太
「
お
は
よ
う
お
か
い
り
な
さ
れ
ま
せ
。
主
「
の
う

う
れ
し
や

。
先
急
で
花
子
ノ
方
へ
ゆ
こ
う
。
主
中
入
、
女
方
ワ
キ
座
ニ
出
テ
詞
。
女
「
の
う
き
よ
う
こ
つ
や
の
う

、
こ
ち
の
ひ
と
ハ
宮
ご
も
り
お
致
し
ざ
ぜ
ん
の
な
さ
る
ヽ
と
申
、
あ
ま
り
し
よ
し
に
存
る
に
依
て
、
よ
う
す
ヲ
見
て
参
ろ
う
と
存
る
。
誠
ニ
な
ん
と
シ
テ
あ
の
よ
う
に
宮
ご
も
り
お
な
さ
る
ヽ
事
じ
や
し
ら
ぬ
。
い
や
何
か
と
ゆ
う
内
是
じ
や
。
扨
、
こ
ち
の
人
ハ
ど
れ
に
御
座
る
」
（
4オ
）
事
じ
や
し
ら
ぬ
。
い
や
あ
れ
に
つ
つ
く
り
と
し
て
御
座
る
。
や
ア
の
う

、
こ
ち
の
人

、
な
ん
と
其
よ
う
に
こ
な
た
わ
ざ
ぜ
ん
の
な
さ
る
ヽ
ぞ
。
夫
で
ハ
命
も
な
い
者
で
御
座
る
。
其
ざ
ぜ
ん
ふ
す
ま
を
取
、
ゆ
う
な
り
と
も
茶
な
り
と
も
あ
か
ら
せ
ら
れ
い
。
夫
な
ら
ハ
わ
た
く
し
が
取
ま
し
よ
。
さ
ぞ
き
う
く
つ
に
御
座
り
ま
し
よ
う
。
や
い
な
ん
じ
ハ
太
郎
下
者
で
ハ
な
い
か
。
お
の
れ
と
の
ハ
ど
れ
い
イ
た
。
太
「
花
子
さ
ま
。
女
「
ヱ
イ
、
腹
立
や

。
わ
ら
う
あ
お
た
ば
か
う
て
花
子
ノ
方
へ
や
り
お
う
た
か
い
や
い
、

。
太
「
先
お
か
み
様
」
（
4ウ
）
者
ヲ
ゆ
わ
さ
せ
ら
れ
い
。
女
「
者
ヲ
ゆ
ハ
せ
い
と
ハ
。
太
「
私
シ
か
花
子
様
へ
遣
り
ま
し
た
で
ハ
御
ざ
ら
ぬ
。
ざ
ぜ
ん
の
せ
ぬ
に
お
い
て
ハ
手
打
に
し
よ
う
と
仰
せ
ら
れ
た
に
仍
而
、
ぜ
ひ
の
う
ざ
ぜ
ん
の
致
シ
ま
し
て
御
座
る
。
女
「
い
づ
れ
是
ハ
こ
う
有
そ
う
な
事
じ
や
。
そ
う
有
は
夫
が
し
の
ゆ
う
事
お
聞
テ
く
り
よ
う
。
太
「
御
上
様
の
仰
せ
ら
る
ヽ
事
な
ら
バ
何
事
成
と
も
受
た
ま
わ
り
ま
し
よ
う
。
女
「
そ
う
有
は
夫
が
し
に
ざ
ぜ
ん
の
さ
せ
て
お
く
り
や
れ
。
太
「
是
ハ
事
は
り
を
申
ま
す
る
。
い
ま
に
も
御
め マ
マ
の
様
の
お
い
で
な
さ
れ
た
ら
バ
な
ん
と
な
り
ま
し
よ
。
女
「
扨
ハ
と
の
ゝ
ゆ
う
事
が
お
そ
ろ
う
し
イ
て
身
が
ゆ
う
事
ハ
聞
ま
い
と
ゆ
う
か
。
」
（
5オ
）
太
「
聞
く
ま
い
で
ハ
御
座
ら
ね
ど
も
、
此
義
に
お
き
ま
し
て
ハ
ど
う
ぞ
御
事
わ
り
を
申
ま
す
る
。
女
「
よ
う
お
り
や
る
。
を
の
れ
ざ
ぜ
ん
さ
せ
ぬ
に
お
い
て
ハ
つ
か
み
こ
ろ
し
て
く
り
よ
う
か
。
太
「
先
、
御
ま
ち
な
さ
れ
ま
せ
。
女
「
ま
て
と
ハ
な
ん
と
。
太
「
ざ 
ぜ
ん
の
さ
せ
ま
し
よ
う
。
女
「
お
の
れ
そ
う
の
う
て
か
な
ハ
ぬ
は
づ
じ
や
。
さ
ア

、
急
デ
さ
せ
い
。
太
「
畏
テ
御
座
る
。
衣
お
か
け
。
扨
わ
た
く
し
は
ど
れ
い
参
り
ま
し
よ
う
。
女
「
な
ん
じ
ハ
上
行 ぎよ
う
の
お
ば
の
所
へ
ゆ
け
。
太
「
そ
う
有
ハ
夫
が
し
ハ
上
行
の
叔
母
の
所
へ
参
り
ま
し
よ
う
程
に
、
と
の
ゝ
き
げ
ん
の
な
お
り
次
第
ニ
よ
び
に
つ
か
ハ
さ
れ
て
下
さ
れ
。
女
「
と
の
ゝ
機
嫌
き
け
ん
の
な
お
り
次
第
ニ
よ
び
に
使
わ
す
る
ぞ
。
は
よ
う
ゆ
け

。」
（
5ウ
）
太
「
急
テ
上
行
へ
参
ロ
。
入
ル
。
と
の
小
袖
お
う
ち
か
け
さ
ば
か ママ
み
小
哥
に
て
出
ル
。
小
哥
橋
掛
ノ
傳
「
あ 、
や 、
の 、
に 、
し 、
き 、
の 、
し 、
た 、
ひ 、
も 、
ハ 、
。 、
と 、
け 、
て 、
中 、
、
よ 、
し 、
な 、
や 、
。
柳 、
の 、
い 、
―66―
と 、
の 、
み 、
た 、
れ 、
ご 、
ヽ 、
ろ 、
。 、
い 、
つ 、
わ 、
す 、
ら 、
れ 、
ぬ 、
。 、
は 、
る 、
、
と 、
お 、
く 、
り 、
き 、
て 、
、
お 、
も 、
か 、
げ 、
の 、
た 、
つ 、
か 、
た 、
を 、
。 、
か 、
へ 、
り 、
見 、
だ 、
れ 、
バ 、
、
月 、
ほ 、
そ 、
く 、
の 、
こ 、
り 、
た 、
り 、
、 、
な 、
ご 、
り 、
お 、
し 、
や 、
の 、
、 、
は 、
つ 、
そ 、
れ 、
か 、
し 、
が 、
お 、
も 、
し 、
ろ 、
き 、
ま 、
ヽ 、
に 、
ひ 、
と 、
り 、
事 、
お 、
申 、
て 、
あ 、
る 、
。
	太 、
郎 、
下 、
者 、
が 、
待 、
下 、
者 に
よ
。
詞


先
、
か
へ
つ
て
よ
ろ
こ
ば
せ
う
と
ぞ
ん
す
る
。
や
れ

人
の
主
に
ハ
な
り
た
い
者
じ
や
。
そ
れ
が
し
か
申
付
た
ご
と
く
」
（
6オ
）
す
ご

と
い
ま
す
る
。
や
い
太
郎
下
者
、
今
か
へ
て
あ
る
わ
い
や
い
。
な
に
と
て
物
ハ
い
は
ぬ
ぞ
。
さ
ぞ
き
ゆ
く
つ
に
あ
ろ
う
な
。
さ
り
な
が
ら
な
ん
じ
も
う
れ
し
い
と
お
も
へ
。
お
め
に
か
ヽ
る
と
、
ま
ず
な
ん
じ
か
事
を
と
は
つ
し
や
れ
て
有
ぞ
。
つ

い
で
に
此
程
の
や
う
す
を
語
で
き
か
せ
う
。
先
あ
れ
へ
参
る
と
、
何
と
や
ら
ひ
そ
か
に
あ
つ
た
程
に
、
ふ
し
ぎ
な
事
ぢ
や
と
お
も
う
て
さ
し
仍
而
内
の
よ
う
す
を
き
い
て
あ
れ
バ
、
花
子
様
の
声
に
て
物
と
お
ほ
う
せ
ら
れ
た
。
小
哥
と 、
も 、
し 、
び 、
く 、
ろ 、
う 、
し 、
て 、
。 、
物 、
の 、
さ 、
ひ 、
し 、
き 、
お 、
り 、
ふ 、
し 、
に 、
。
言
き
た
ろ
う
に
や
と
お
つ
し
や
れ
た
。
是
ハ
か
た
じ
け
な
い
事
ぢ
や
と
お
も
う
て
。
つ
ま
ど
を
ほ
と

と
た
ゝ
い
て
あ
れ
バ
其
時
又
物
と
お
つ
し
や
れ
た
。
小
哥
い 、
と 、
ゝ 、
名 、
の 、
う 、
」
（
6ウ
）
つ 、
た 、
折 、
ふ 、
し 、
に 、
。
た 、
そ 、
や 、
つ 、
ま 、
ど 、
お 、
言
き
り

す
と
お
つ
し
や
れ
た
。
そ
こ
で
そ
れ
が
し
も
へ
ん
か
を
致
シ
た
。
小
哥
あ 、
め 、
の 、
ふ 、
る 、
よ 、
に 、
た 、
が 、
ぬ 、
れ 、
て 、
こ 、
ぞ 、
た 、
そ 、
よ 、
と 、
と 、
が 、
む 、
る 、
ハ 、
人
ふ 、
た 、
り 、
先
身
か
、
そ
こ
で
内
よ
り
も
花
子
さ
ま
の
で
さ
う
し
や
れ
て
、
そ
れ
が
し
が
て
お
と
り
て
お
く
の
ま
へ
つ
れ
て
、
さ
て
も

あ
め
の
ふ
る
に
よ
う
御
座
り
ま
し
た
。
先
う
へ
を
ぬ
が
う
し
や
れ
い
と
て
お
き
り
物
を
き
せ
て
下
さ
れ
て
、
色

の
つ
も
る
物
語
、
ま
う
つ
う
た
ふ
つ
あ
そ
ぶ
程
に
、
は
や
夜
明
の
烏
か
な
い
た
。
ま
だ
半
時
も
せ
ぬ
に
夜
明
の
か
ら
す
か
な
き
ま
す
る
。
も
は
や
御
い
と
ま
申
 と
い
へ
バ
、
其
時
花
子
様
の
物
と
お
う
し
や
れ
た
。
」
（
7オ
）
小
哥
こ 、
ヽ 、
は 、
山 、
か 、
け 、
も 、
り 、
の 、
下 、
、
月 、
夜 、
か 、
ら 、
す 、
ハ 、
い 、
つ 、
も 、
な 、
く 、
、 、
し 、
め 、
て
!お 、
よ 、
れ 、
の 、
。
言
"
夜
#ハ
よ
$な
か
と
お
う
し
や
れ
た
。
御
意 い
で
ハ
御
ざ
れ
ど
も
夜
も
あ
け
ま
す
れ
バ
、
人
も
し
%り
ま
す
る
。
や
が
て
お
&い
と
ま
申
と
も
う
し
て
あ
れ
バ
、
そ
こ
で
花
子
さ
ま
の
御
'意
な
さ
れ
ぬ
事
を
お
ほ
う
せ
ら
れ
た
。
こ
(な
の
か
み
様
の
す
)が
た
が
見
た
う
御
*ざ
る
の
ふ
と
お
+つ
し
や
れ
た
。
そ
こ
で
,夫 そ
れ
が
し
か
山
の
か
み
の
す
が
た
お
小
う
た
に
う
と
う
た
。
○
小
哥
-人 、
の 、
つ
ま
妻 、
見 、
て 、
わ 、
か 、
つ 、
ま 、
見 、
れ 、
ば 、
.、
/深 、
山 、
の 、
お 、
く 、
の 、
0こ 、
け 、
ざ 、
る 、
め 、
か 、
雨 、
に 、
1し 、
う 、
よ 、
ぼ 、
り 、
ぬ 、
2れ 、
て 、
言
3つ
4い
づ
く
ほ
う
だ
に
さ
も
に
5た
り
と
申
6て
あ
れ
ば
、
ど
う
と
わ
ら
ハ
せ
ら
れ
た
。
又
此
小
7袖
ハ
花
子
様
の
か
8た
み
な
れ
共
、
山
9ノ
神
め
に
み
:せ
て
ハ
な
;る
ま
い
。
な
<ん
じ
に
と
ら
せ
う
ぞ
。
な
ん
」
（
7ウ
）
ぢ
も
い
ら
ぬ
か
。
た
ゞ
す
て
ふ
。
小
哥
す 、
て 、
ゝ 、
=も 、
お 、
か 、
れ 、
す 、
、
と 、
れ 、
バ 、
お 、
も 、
う 、
か 、
け 、
に 、
立 、
ま 、
さ 、
り
、
お 、
き 、
ふ 、
し 、
我 、
て 、
枕 、
よ 、
り 、
あ 、
と 、
よ 、
り 、
恋 、
の 、
せ 、
め 、
く 、
れ 、
バ 、
、
せ 、
ん 、
か 、
た 、
な 、
み 、
だ 、
に 、
ふ 、
し 、
し 、
づ 、
む 、
事 、
ぞ 、
か 、
な 、
し 、
け 、
れ 、
。
と
>か
く
な
ん
ぢ
に
と
?ら
せ
う
ぞ
。
よ
い
ざ
ぜ
ん
じ
や
、
其
ざ
ぜ
ん
ふ
す
ま
を
と
れ
。
い
@や
夫
な
ら
バ
夫
か
し
が
と
う
て
や
ろ
う
。
（
主
A心
持
）
△
B扨

き
う
く
つ
に
あ
ろ
う
の
う
。
ト
る
。
女
「
腹
た
ち
や

、
わ
ら
う マ
マ
を
た
ば
か
う
て
ど
れ
い
い
た
ぞ
い
や
い

。
シ
Cめ
る
。
主
「
つ
く
し
の
五
百
ら
か
ん
へ
参
Dつ
た
。
女
「
一
夜
に
つ
く
し
へ
ゆ
か
る
ヽ
物
か
、
は
よ
う
ゆ
ハ
ぬ
か
い
や
い

。
主
「
花
子
様
。
女
「
ヱ
イ
腹
立
や

。
わ
ら
う マ
マ
お
た
ば
か
う
て
花
子
の
方
へ
ゆ
き
お
つ
た
か
い
や
い
。

。
主
「
も
う
こ
ら
や
う
て
」
（
8オ
）
た
も
れ
い
の
う
。
女
「
ア
Eヽ
腹
立
や

。
主
「
ゆ
る
し
て
く
れ
い
、

。
女
「
ま
だ
そ
こ
に
お
る
か
。
主
「
ゆ
る
し
て
く
れ
い

。
女
「
お
の
れ
お
な
ん
と
し
て
く
り
よ
う
。
主
「
先
ま
て

。
女
「
ま
て
と
ハ
な
ん
と
。
主
「
花
子
様
。
女
F
「
な
に
花
子
様
う
め
と
ゆ
ゑ

。
主
「
様
め
。
女
「
ヱ
ア
腹
立
や

。
主
「
ゆ
る
し
て
く
れ

。
女
G「
や
る
ま
い
そ




。
此
H狂
言
第
一
番
ノ
狂
物
、
玉
泉
流
儀
口
傳
」（
8ウ
）
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装束
付

①
明
治
二
十
六
年
本
（
表
紙
の
裏
に
記
載
）
主
さ
む
ら
ひ
ゑ
ぼ
し
長
袴
赤
ノ
だ
ん
ノ
シ
め
素
袍
勇
後
ノ
出
え
ぼ
し
お
ノ
ぐ
女
み
だ
れ
か
ミ
極
上
ノ
ぬ
い
か
ざ
り
ノ
衣
装
素
袍
袖
ヲ
三
ツ
折
ニ
巻
也
上
び
な
ん
一
丈
弐
尺
是
ニ
秘
傳
有
同
下
者
常
ノ
通
②
中
北
小
す
ゑ
本
（
冒
頭
の
曲
名
の
下
に
記
載
）
●
者
半
上
下
主
長
上
下
白
の
か
つ
き
入
さ
む
ら
い
え
ほ
し
中
入
よ
り
半
袴
ニ
素
袍
は
だ
の
き
そ
て
三
つ
お
る
也
女
以
庄
常
の
通
校異

1
こ
の
箇
所
に
中
「し
テ
の
な
の
り
」
と
あ
る
。
2
こ
の
箇
所
に
中
「た
バ
か
つ
て
花
子
の
方
へ
参
ト
存
る
」
3
こ
の
箇
所
に
中
「そ
な
た
お
よ
ひ
だ
す
」
4
「
仰
ら
る
ヽ
」
…
「
仰
ら
る
ゝ
か
」
5
「
お
も
ま マ
マし
た
に
」
の
箇
所
は
、「
お
も
ま
し
た
レ
バ
」
か
ら
訂
正
。
…
「
お
も
い
ま
し
た
に
」
6
「
何
と
も
」
…
「
何
と
ぞ
」
7
「
致
シ
と
う
」
…
「
お
致
シ
た
ん
し
き
お
致
そ
ト
と
」
8
「
ず
ご
う
な
り
と
も
う
で
ご
う
な
り
と
も
～
女
「
そ
う
あ
ら
バ
」
…
ナ
シ
9
「
な
り
ま
せ
る マ
マ」
…
「
な
り
ま
せ
ぬ
」
10
こ
の
箇
所
に
中
「も
こ
ふ
ゆ
く
ぞ
」
と
あ
る
。
11
「
し
て
ハ
」
…
「
し
て
い
れ
ハ
」
12
「
太
」
…
「
下
者
」
（
以
下
の
例
も
同
様
）
13
「
よ
び
だ
し
」
…
「
よ
び
だ
す
」
14
「
お
も
う
」
…
「
お
も
」
15
「
御
座
り
ま
す
れ マ
マる
」
…
「
御
座
り
ま
す
る
」
16
「
仰
ら
れ
ま
し
た
」
…
「
仰
ら
る
ゝ
」
17
「
つ
か
い
お
も
す
る
」
…
「
つ
か
い
お
も
す
る
と
」
18
「
お
そ
ろ
し
て
」
…
「
お
そ
ろ
ふ
し
い
て
」
19
「
つ
と
う
る
」
…
「
つ
と
む
る
」
20
「
か
つ
に
の
う
て
わ
が
お
ふ
る
も
う
」
…
「
つ
の
つ
て
わ
が
ま
ゝ
お
。
も
ふ
す
」
21
「
ま
と ママ
ハ
」
…
「
ま
て
と
ハ
」
22
こ
の
箇
所
に
中
「電 マ
マ事
笑
ハ
ゝ
ゝ

」
と
あ
る
。
23
「
ゆ
い
あ
ら
れ
る
」
…
「
ゆ
う
」
24
「
こ
う
梅
殿
」
…
「
こ
ふ
梅
」
25
「
そ
ち
も
」
…
ナ
シ
26
こ
の
箇
所
に
中
「な
ん
じ
お
」
と
あ
る
。
27
「
ワ
キ
座
ニ
」
…
「
座
ニ
」
28
「
し
よ
し
」
…
「
し
よ
ふ
し
」
29
「
よ
う
す
ヲ
」
…
ナ
シ
30
「
な
ん
と
シ
テ
」
…
「
な
ん
シ
テ
」
31
「
取
」
…
「
取
て
」
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32
「
聞
テ
く
り
よ
う
」
…
「
聞
テ
く
り
よ
ふ
か
」
33
「
事
は
り
」
…
「
御
こ
と
わ
り
」
34
「
御
め
の
様
」
…
「
御
と
の
様
」
35
「
お
そ
ろ
う
し
イ
て
」
…
「
お
そ
ろ
し
て
」
36
「
太
「
先
、
御
ま
ち
な
さ
れ
ま
せ
。
女
「
ま
て
と
ハ
な
ん
と
。」
…
ナ
シ
37
こ
の
箇
所
に
中
「は
ア
」
38～
100ま
で
は
表
2参
照
101
こ
の
箇
所
に
中
「小
哥
」
と
あ
る
。
102
「
と
ら
せ
う
ぞ
」
…
「
と
ら
せ
ふ
。
な
ん
し
も
い
ら
ぬ
か
」
103
こ
の
箇
所
に
中
「
そ
れ
か
し
か
も
し
つ
け
た
に
よ
ん
て
そ
の
よ
ふ
に
か
む
り
は
か
り
ふ
ん
て
い
る
か
」
104
「
主
心
持
」
…
「
き
よ
ハ
な
ん
し
が
か
け
て
よ
い
な
く
さ
み
お
し
た
わ
い
や
い
」
105
「
△
扨

き
う
く
つ
に
あ
ろ
う
の
う
」
…
ナ
シ
106
「
シ
め
る
」
…
ナ
シ
107
「
参
つ
た
」
…
「
参
い
ん
た
」
（
中
は
「（
参
）
け
い
致
し
た
」
を
削
除
）
108
「
ア
ヽ
」
…
「
ヱ
」
109
「
女
「
な
に
花
子
様
う
め
と
ゆ
ゑ

。
主
「
様
め
。」
…
ナ
シ
110
「
女
「
や
る
ま
い
そ




。」
…
ナ
シ
111
「
此
狂
言
第
一
番
ノ
狂
物
、
玉
泉
流
儀
口
傳
」
…
ナ
シ
付記

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
の
ご
許
可
、
並
び
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
馬
瀬
狂
言
保
存
会
会
長
河
原
良
治
氏
を
は
じ
め
、
会
員
の
方
々
に
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
地
方
に
お
け
る
狂
言
の
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
馬
瀬
狂
言
資
料
を
中
心
に
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
や
ま
も
と
あ
き
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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